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例 

言 

 
１ 
本
書
は
、
福
岡
県
太
宰
府
市
の
竹
の
曲
保
存
会
が
太
宰
府
天
満
宮
（
本
文

中
で
は
天
満
宮
と
記
す
）
の
９
月
に
催
さ
れ
る
神
幸
行
事
（
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）
に
お
い
て
奉
納
さ
れ
る
「
竹
の
曲
（
た
け
の
は
や
し
）
」（
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
）
に
関
す
る
記
録
の
報
告
書
で
あ
る
。 

 

２ 

本
調
査
は
太
宰
府
市
が(
有)

シ
ス
テ
ム
・
レ
コ
に
委
託
し
実
施
し
た
。 

 

３ 

本
調
査
に
係
る
写
真
・
動
画
の
撮
影
は(

有)

シ
ス
テ
ム
・
レ
コ
の
外
、
太
宰

府
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
山
村
信
榮
、
遠
藤
茜
、
木
村
純
也
が
お
こ
な
い
、

報
告
書
の
執
筆
は
山
村
が
、
動
画
及
び
報
告
書
の
編
集
は
シ
ス
テ
ム
・
レ
コ
が

お
こ
な
っ
た
。 

 

４ 

本
書
お
よ
び
動
画
の
監
修
は
森
弘
子
氏
（
福
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

に
依
頼
し
、
荒
川
真
希
氏
（
福
岡
市
文
化
財
保
護
活
用
課
）
の
ご
協
力
を
得
た
。 

 

５ 

動
画
の
撮
影
や
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
、
太
宰
府
天
満
宮
お
よ
び
福

岡
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
竹
の
曲
」
保
存
会
（
以
下
、
竹
の
曲
保
存
会
）
の

ご
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。 

 

６ 

本
文
中
の
用
語
で
民
俗
芸
能
の
継
承
者
や
行
事
の
関
係
者
が
使
い
習
わ
す

用
語
に
つ
い
て
は
、「
お
御
供
上
（
ご
く
あ
）
げ
」
な
ど
か
ぎ
括
弧
書
き
で
表
記

し
た
箇
所
が
あ
る
。 

 

７ 

本
書
に
使
用
し
た
画
像
の
一
部
に
つ
い
て
太
宰
府
天
満
宮
、
竹
の
曲
保
存

会
、
福
岡
市
博
物
館
、
木
村
敏
美
氏
よ
り
提
供
・
許
可
を
受
け
た
。 
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第
１
章 

は
じ
め
に 

 

「
竹
の
曲
」
は
福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
民
俗
芸
能
で
、
太
宰

府
市
の
竹
の
曲
保
存
会
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

大
宰
権
帥
大
江
匡
房
が
始
め
た
天
満
宮
安
楽
寺
（
現
在
の
太
宰
府
天
満
宮
）

の
神
幸
式
大
祭
（
以
下
、
神
幸
祭
）（
図
版
図
１
）
に
田
楽
の
一
座
が
奉
仕
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
、
中
世
太
宰
府
の
五
条
に
居
を
構
え
商
工

業
に
従
事
し
た
「
六
座
」
（
米
屋
座
・
鋳
物
屋
座
・
鍛
冶
屋
座
・
染
物
屋
座
・
小

間
物
屋
座
・
相
物
屋
座
）
（
図
版
図
２
）
の
子
孫
と
そ
の
関
係
者
が
代
々
伝
え
る
芸

能
で
、
中
世
の
田
楽
を
今
に
伝
え
る
も
の
と
さ
れ
る
。
現
在
の
演
目
は
「
さ
さ
ら

舞
」
と
「
扇
舞
」
で
舞
手
の
稚
児
（
男
児
）
１
名
と
締
太
鼓
・
笛
（
壮
年
老
年
男

子
８
名
ほ
ど
）
で
構
成
さ
れ
、
９
月
に
行
わ
れ
る
太
宰
府
天
満
宮
（
以
下
、
天
満

宮
）
の
神
幸
行
事
の
祭
中
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
天
満
宮
が
大
宰
府

政
庁
跡
で
１
０
月
に
毎
年
お
こ
な
う
秋
思
祭
や
市
の
公
的
行
事
な
ど
で
も
上
演

し
て
い
る
。
神
幸
祭
は
祭
神
を
載
せ
た
神
輿
が
天
満
宮
か
ら
約
１
．
５
Ｋ
ｍ
離

れ
た
頓
宮
で
あ
る
榎
社
の
間
を
２
日
か
け
て
往
復
す
る
行
事
で
、
竹
の
曲
の
一

行
は
行
き
の
「
お
下
（
く
だ
）
り
」
、
帰
り
の
「
お
上
（
の
ぼ
）
り
」
に
際
し
て

神
輿
の
隊
列
に
供
奉
を
し
、
神
輿
の
前
の
位
置
で
「
道
楽
（
み
ち
が
く
）
」
を
奏

し
、
帰
路
の
「
お
上
り
」
で
は
浮
殿
で
お
こ
な
わ
れ
る
儀
礼
に
際
し
て
「
お
御
供

（
ご
く
）
あ
げ
」
と
い
う
曲
で
笛
と
太
鼓
を
奏
し
、
神
輿
が
本
殿
還
御
し
た
後
に

神
前
に
て
「
さ
さ
ら
の
舞
（
ま
い
）
」
、
次
い
で
「
扇
（
お
お
ぎ
）
の
舞
（
ま
い
）
」

を
奉
納
し
て
い
る
。 

 

第
２
章 

保
護
の
履
歴 

 

竹
の
曲
は
学
術
的
に
価
値
が
認
め
ら
れ
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
行
政
に
よ
り

選
定
、
指
定
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。 

 

昭
和
２
７
（
１
９
５
２
）
年
１
０
月
２
９
日 

国
の
助
成
す
べ
き
無
形
文
化

財
に
選
定 

 

昭
和
３
５
（
１
９
６
０
）
年
４
月
１
２
日 

福
岡
県
無
形
文
化
財
指
定
（
昭
和

２
９
（
１
９
５
４
）
年
の
重
要
民
俗
資
料
指
定
制
度
の
創
設
に
よ
る
選
定
消
失

に
伴
う
措
置
か
） 

昭
和
５
１
（
１
９
７
６
）
年
４
月
２
４
日 

福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
再

指
定
（
昭
和
５
０
年
法
改
正
に
伴
う
措
置
） 

 

第
３
章 

「
竹
の
曲
」
の
歴
史 

第
１
節 

室
町
期 

〇
『
天
満
宮
社
役
年
中
行
事
記
』 

室
町
時
代 

「
御
跡
に
び
れ
い
こ
れ
は
石
は
し
よ
り
幸
の
橋
迠
な
り
」 

「
別
當
官
、
公
文
其
外
宿
々
ニ

戻
り
申
候
、
も
ん
に
ん
ハ
右
之
着
座
所
ニ
居
申
候

ニ

ひ

れ

い

も

ん

に

ん

の

前

に

て

竹

の

林歌

を

舞

申

候

は
於
神
殿

、
歌
舞
ス
、

其

後

別

當

官

次
に
文
人
伊
勢
加
賀
両
人

、
公
文
へ
ハ
家
々
に
参
ひ
申
候
相
勤
候
」 

※
棒
線
の
文
字
は
墨
の
塗
消
し
部
分
。
『
神
道
体
系
』
神
社
編
四
十
八
太
宰
府
記
載
の
翻
刻
に
原
史
料
を

参
照
し
加
筆
修
正 
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『
天
満
宮
社
役
年
中
行
事
』
は
太
宰
府
天
満
宮
が
所
有
す
る
室
町
末
期
に
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
で
天
満
宮
に
お
け
る
神
幸
祭
の
旧
暦
８
月
２
４
日

の
次
第
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
す
で
に
室
町
期
に
は
「
び
れ
い
」
に
よ
り
神
幸

祭
の
神
輿
還
御
後
に
「
竹
の
林
」
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
、『
安
楽
寺
天
満
宮
年
中
行
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
前
日
の
神
幸
の
供
奉
の

様
子
に
つ
い
て
、
境
内
の
「
石
橋
」
か
ら
榎
社
の
手
前
の
「
幸
の
橋
」
ま
で
「
び

れ
い
」
が
神
輿
の
後
に
供
奉
し
て
い
る
様
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
２
節 

江
戸
～
明
治
初
期 

〇
『
筑
陽
記
』 

御
笠
之
部 

宝
永
三
（
一
七
〇
五
）
年 

安
見
有
定 

「
二
十
四
日
、
戌
乃
時
、
本
社
に
返
し
奉
ル
也
。
此
時
竹
の
舞
と
云
舞
楽
あ
り
。

当
地
乃
猿
楽
是
を
勉
む
。
」 

 

〇
『
筑
前
国
続
風
土
記
』 

宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年 
貝
原
益
軒 

「
二
十
四
日
の
夜
戌
乃
時
、
も
と
の
こ
と
く
御
庿
に
か
へ
し
入
れ
奉
る
。
入
御

の
時
も
出
御
の
時
の
如
く
、
燈
を
け
し
て
音
楽
あ
り
。
其
後
五
別
当
三
綱
凡
八

人
、
御
幣
を
さ
さ
く
。
其
後
竹
の
舞
あ
り
。
竹
の
舞
は
、
い
に
し
へ
の
田
楽
の
餘

風
に
や
と
い
ふ
。
一
人
に
て
ま
ふ
。
猿
楽
の
う
た
ひ
の
こ
と
く
な
る
う
た
ひ
物

也
。
凡
此
時
の
儀
式
、
よ
所
の
祭
の
よ
そ
ほ
ひ
に
す
ぐ
れ
、
い
と
し
づ
か
に
し
て

厳
重
な
れ
ば
、
誰
も
見
ま
ほ
し
き
事
に
お
も
へ
り
。
」 

 

〇
『
太
宰
府
天
満
宮
故
実
』 

貞
享
元
（
一
七
〇
九
）
年 

貝
原
益
軒 

「
廟
院
の
南
に
頓
宮
あ
り
。
神
輿
を
其
内
に
や
す
め
て
神
事
を
其
ま
え
に
行
ふ
。

翌
日
宴
終
り
て
、
夜
に
入
て
才
子
ひ
き
て
宴
席
を
の
ふ
。
是
を
祭
の
竟
宴
と
云

也
。
」 

 

〇
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』 

寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年 

加
藤
一
純 

鷹

取
周
成 

「
浮
殿
に
入
御
あ
り
て
後
、
日
別
の
神
食
を
奉
る
。
竹
の
は
や
し
あ
り
。
」 

「
正
殿
に
か
へ
り
入
ら
れ
玉
ひ
し
後
、
五
別
當
・
三
綱
奉
幣
の
式
あ
り
。
そ
の
次

に
竹
の
は
や
し
あ
り
。
」 

 

〇
『
太
宰
管
内
志
』 

天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年 

伊
藤
常
足 

廟
院
の
南
に
頓
宮
あ
り
、
神
輿
を
そ
こ
に
休
め
て
神
事
を
其
前
に
行
ふ
。
翌
日

宴
を
張
て
、
夜
に
入
て
才
子
を
引
て
宴
序
を
の
ぶ
。
是
を
祭
の
竟
宴
と
云
な
り
。

（
貝
原
翁
曰
）
安
楽
寺
八
月
の
祭
の
事
（
中
略
）
廿
四
日
の
夕
は
樂
を
奏
し
、
ま

た
別
当
等
八
人
竹
ノ
ま
ひ
を
ま
ふ
、
竹
ノ
舞
と
い
ふ
は
古
の
田
楽
の
餘
風
な
る

よ
し
な
り
。
」 

 

〇
『
筑
前
名
所
図
会
』 

文
政
四
年(

一
八
二
一)

 

奥
村
玉
蘭 

「
廟
院
の
南
に
頓
宮
あ
り
。
神
輿
を
其
内
に
休
め
て
神
事
を
其
前
に
行
ふ
。
翌

日
に
な
り
夜
に
入
て
才
子
ひ
き
て
宴
席
を
の
ふ
。（
中
略
）
此
祭
今
に
續
き
て
神

幸
行
列
厳
重
な
り
。
委
し
き
事
ハ
略
之
。」 

 

〇
『
一
山
社
用
旧
格
雑
記
』 

天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年 
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※
筑
紫
豊
「
神
幸
祭
と
「
竹
の
曲
」
」（
『
菅
原
道
真
と
太
宰
府
天
満
宮
』
１
９
７
５
年
太
宰
府
天
満
宮
文
化

研
究
所
編
）
よ
り 

「
（
二
四
日
）
同
夜 

竟
宴
竹
之
ハ
ヤ
シ
別
当
中 

幷

上
座
坊
迄
寺 

ゝ
江

来
ル
」 

 

〇
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』 

明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年 

「
浮
殿
に
て
日
別
の
神
食
を
奉
る
。
竹
ノ
舞
あ
り
。
竹
ノ
舞
は
古
の
田
楽
の
餘

風
な
り
と
云
。
一
人
に
て
舞
ふ
。
猿
楽
の
謡
の
如
く
な
る
も
の
な
り
。
此
業
を
な

す
者
宰
府
に
あ
り
て
六
座
と
云
。
」 

「
此
夜
戌
の
時
元
の
如
く
本
社
に
還
入
奉
る
。
宮
司
は
供
奉
し
別
当
は
先
馳
す
。

此
時
も
燈
を
消
し
て
音
楽
あ
り
。
其
後
五
別
当
三
綱
凡
八
人
御
幣
を
捧
く
。
其

後
竹
ノ
舞
あ
り
。
」 

 

貝
原
益
軒
が
１
７
世
紀
末
か
ら
１
８
世
紀
初
頭
に
編
纂
し
た
『
筑
前
国
続
風

土
記
』
に
は
神
幸
行
事
の
本
殿
還
御
の
後
に
「
竹
の
舞
」
の
奉
納
が
記
述
さ
れ
、

舞
は
古
の
田
楽
風
で
一
人
で
舞
い
、
謡
は
猿
楽
の
よ
う
で
あ
る
と
評
さ
れ
、
こ

の
時
の
儀
式
（
神
幸
祭
）
は
他
所
の
祭
に
対
し
て
装
い
に
優
れ
、
誰
も
が
見
た
く

な
る
よ
う
な
祭
事
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
の
安
見
有
定
の
『
筑
陽

記
』
に
は
「
当
地
乃
猿
楽
」
が
「
竹
の
舞
」
を
務
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

貞
享
元
（
１
７
０
９
）
年
の
貝
原
益
軒
の
『
太
宰
府
天
満
宮
故
実
』
に
は
廟
院
の

南
に
あ
る
頓
宮
前
で
行
わ
れ
た
「
宴
」
で
は
、
終
り
に
「
才
子
」
が
宴
席
を
に
ぎ

わ
す
「
竟
宴
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
あ
り
、
本
殿
へ
の
神
輿
の
還
御
の
前
に
頓
宮

（
現
在
で
は
浮
殿
）
」
に
て
祭
事
と
芸
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

次
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
で
は
、
浮
殿
に
お
い
て
「
竹
の
は
や
し
」
の
奉

納
と
変
わ
っ
て
い
る
。
続
い
て
伊
藤
常
足
の
『
太
宰
管
内
志
』
天
保
１
２(

１
８

４
１)

年
で
は
「
八
月
祭
竹
ノ
ま
ひ
」
と
し
て
貝
原
益
軒
の
記
述
を
紹
介
し
て
い

る
。『
筑
前
名
所
図
会
』
の
本
文
で
は
や
は
り
益
軒
の
記
事
を
引
用
し
、
委
細
は

略
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、
挿
絵
に
て
神
幸
祭
の
隊
列
に
「
さ
さ
ら
」
が
供
奉
す
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
の
『
一
山
社
用
旧
格
雑

記
』
の
神
幸
式
の
帰
路
の
浮
殿
で
の
記
事
に
は
、
二
四
日
夜
の
「
竟
宴
」
の
後
に

「
竹
之
ハ
ヤ
シ
」
が
別
当
家
や
上
座
坊
ま
で
ま
わ
っ
た
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
各
家
々
の
前
で
門
付
け
の
演
奏
を
お
こ
な
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。『
福

岡
県
地
理
全
誌
』
は
明
治
一
五
年
の
刊
行
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
情
報
を
含
ん

で
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
「
竹
ノ
舞
」
の
主
体
者
が
「
六
座
」
で

あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
の
後
半
に
は
絵
画
資
料
が
あ
る
。
奥
村
玉
蘭
の
文
政
４
（
１
８
２

１
）
年
『
筑
前
名
所
図
会
』
巻
四
に
あ
る
挿
図
「
天
満
宮
神
幸
の
図
」 

（
図
版

図
６
０
）
に
は
太
宰
府
天
満
宮
の
御
神
祭
の
隊
列
を
描
い
た
墨
書
き
の
挿
絵
で
、

神
輿
の
後
ろ
の
神
馬
に
続
い
て
篳
篥
（
１
名
）
、
横
笛
（
２
名
）
、
火
焔
太
鼓
（
打

ち
手
１
名
）
、
さ
さ
ら
４
名
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
さ
ら
を
持
つ
４
人
は
丈
の
短

い
袴
に
黒
い
武
者
烏
帽
子
戴
き
、
他
の
楽
人
は
指
貫
袴
を
履
き
雅
楽
の
鳥
兜
を

被
っ
て
お
り
様
相
の
違
い
が
見
て
取
れ
る
。
先
を
歩
く
一
団
は
神
社
の
伶
人
の

可
能
性
が
あ
り
、
さ
さ
ら
の
４
人
は
竹
の
曲
の
一
団
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
御
神
幸
絵
巻
』（
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
）
は
太
宰
府
天
満
宮
の
御
神
祭
の
隊

列
を
描
い
た
絵
画
で
、
嘉
永
本
（
図
版
図
６
１
）
と
元
治
本
（
図
版
図
６
２
）
が

伝
え
ら
れ
る
。
嘉
永
本
（
１
８
４
８
～
１
８
５
４
年
）
で
は
神
輿
の
す
ぐ
後
ろ
に
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火
焔
太
鼓
、（
打
ち
手
１
名
）、
さ
さ
ら
（
２
名
）
、
横
笛
（
３
名
）
、
簫
（
１
名
）
、

篳
篥
（
１
名
）、
が
描
か
れ
て
い
る
。
元
治
本
（
１
８
６
４
～
１
８
６
５
年
）
で

は
神
輿
の
後
ろ
の
位
置
に
横
笛
（
３
名
）、
締
太
鼓
（
２
名
）
、
さ
さ
ら
（
１
名
）

が
お
り
、
そ
れ
に
続
き
火
焔
太
鼓
（
打
ち
手
１
名
、
担
い
手
４
名
）
、
笙
（
３
名
）
、

篳
篥
（
２
名
）、
横
笛
（
２
名
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
火
焔
太
鼓
と
篳
篥
の
存
在

か
ら
後
の
一
団
は
神
社
の
伶
人
と
思
わ
れ
、
さ
さ
ら
を
含
む
前
の
一
団
は
竹
の

曲
の
一
団
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
永
本
は
隊
列
が
入
り
乱
れ
て
い
る
様
で
あ
る
の

に
対
し
、
元
治
本
で
は
楽
団
が
火
炎
太
鼓
を
境
に
前
後
で
整
然
と
描
き
分
け
ら

れ
て
い
る
。
神
幸
絵
巻
の
奥
書
に
安
政
５
（
１
７
９
３
）
年
の
事
と
し
て
「
御
社

式
序
等
者
別
段
ニ
取
成
、
御
祭
礼
式
序
も
夫
々
相
改
ニ
相
成
候
」
と
あ
り
、
当
時

の
安
楽
寺
天
満
宮
の
別
当
で
あ
っ
た
法
印
（
大
鳥
居
）
信
全
に
よ
り
隊
列
の
順

や
装
束
も
改
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
名
所
図
会
や
神
幸
絵
巻
の
嘉
永
本
で
は
、

神
社
の
伶
人
と
サ
サ
ラ
を
持
っ
た
一
団
と
の
関
係
性
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
（
伶

人
の
集
団
に
サ
サ
ラ
の
み
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
見
え
る
）
が
、
元
治
本
の
竹
の

曲
と
お
ぼ
し
き
一
団
が
、
伶
人
と
切
り
離
さ
れ
今
に
通
じ
る
装
束
と
締
太
鼓
、

横
笛
、
さ
さ
ら
の
楽
器
の
構
成
で
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
現
在
の
神

幸
式
に
供
奉
す
る
形
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
太
鼓

が
伶
人
の
火
炎
太
鼓
か
ら
独
立
し
た
た
め
、
現
在
の
道
中
で
演
奏
さ
れ
る
「
道

楽
」
は
こ
の
時
か
ら
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

第
３
節 

近
現
代 

高
原
謙
次
郎, 

江
島
茂
逸
著
の
『
太
宰
府
史
鑑
』
明
治
３
６
（
一
九
〇
三
）
年

で
は 

「
廿
四
日
還
幸
式
終
り
て
。
竹
の
曲
を
奏
す
。
村
民
の
内
六
座
之
を
勤

む
。
今
猶
存
す
」
と
記
し
て
い
る
。
筑
紫
豊
著
『
神
幸
祭
と
「
竹
の
曲
」
に
つ
い

て
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
昭
和
３
５
（
一
九
六
〇
）
年
１
０
月
の
福
岡
県
文
化
財

専
門
委
員
の
天
満
宮
神
幸
祭
奉
仕
に
つ
い
て
の
氏
子
古
老
か
ら
の
聞
書
に
よ
れ

ば
「
一
六 

お
上
り 

忌
垣
の
鳥
居
お
小
休
み
、
浮
殿
入
御
（
二
十
三
日
）
。
一

七 

二
十
四
日
午
后
三
時
、
日
供
、
お
ご
く
う
あ
げ(

竹
の
曲
）
。
午
后
八
時
お
う

つ
り
、
本
殿
着
御
。
お
祭
の
最
後
に
、
竹
の
曲
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

明
治
維
新
の
神
仏
分
離
で
神
幸
祭
も
仏
教
色
が
後
退
し
た
形
に
改
め
ら
れ
た

が
、
六
座
の
浮
殿
、
本
殿
前
で
の
奉
納
は
継
続
し
た
こ
と
が
記
録
で
も
確
認
で

き
る
。 

 

第
４
節 

竹
の
曲
の
歴
史
的
変
遷 

こ
の
よ
う
な
記
録
か
ら
、
竹
の
は
や
し
は
室
町
期
に
は
成
立
し
て
お
り
、「
び

れ
い
」
に
よ
り
演
じ
ら
れ
、
天
満
宮
の
神
幸
祭
の
隊
列
に
も
供
奉
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
江
戸
期
を
通
じ
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
段
階
で

は
舞
は
古
の
田
楽
風
で
、
謡
い
は
猿
楽
の
要
素
が
あ
る
芸
能
で
あ
り
、
天
満
宮

の
神
幸
祭
に
際
し
て
は
神
輿
の
本
殿
還
御
の
後
に
、
静
か
に
し
て
行
事
を
締
め

く
く
る
厳
重
な
奉
納
演
目
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま

た
、「
お
上
り
」
の
頓
宮
（
浮
殿
）
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
「
竟
宴
（
き
ょ
う
え

ん
）
」
で
の
「
才
子
」
に
よ
る
上
演
に
代
わ
っ
て
天
保
年
間
に
は
竹
の
曲
が
演
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
に
は
確
実
に
六
座
に
よ
る
演
者
の
「
竹
の
曲
」
が
、

浮
殿
に
お
い
て
「
お
御
供
上
げ
」
と
し
て
演
奏
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
室

町
か
ら
江
戸
期
に
は
、
行
事
の
後
に
主
だ
っ
た
社
家
の
家
々
ま
で
回
っ
て
門
付

け
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
び
れ
い
」
と
の
関
係
は
史
料
上
で
は
明
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確
で
な
い
が
、
神
幸
の
隊
列
に
も
幕
末
期
に
は
確
実
に
供
奉
す
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
と
解
さ
れ
る
。「
び
れ
い
」
と
「
六
座
」
の
交
代
の
時
期
は
歌
舞
に
お
い

て
は
「
当
地
の
猿
楽
」
の
記
載
か
ら
江
戸
前
期
以
前
と
み
ら
れ
、
神
幸
祭
の
供
奉

に
つ
い
て
は
、
江
戸
後
期
の
元
治
年
間
に
は
今
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。 

 

昭
和
２
７
（
１
９
５
２
）
年
の
資
料
『
無
形
文
化
財
指
定 

太
宰
府
天
満
宮
・

竹
曲
』
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
六
座
に
竹
の
曲
に
関
す
る
古
記
録
が
あ
っ
た
が

明
治
１
４
、
５
年
頃
の
新
町
の
火
災
で
焼
失
し
、
子
細
な
来
歴
が
失
わ
れ
た
と

さ
れ
、
今
回
の
調
査
で
も
大
正
５
年
と
大
正
１
５
年
の
墨
書
の
あ
る
衣
装
箱
を

見
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
昭
和
以
前
（
現
在
の
保
存
会
会
員
の
祖
父
世
代
以
前
）

の
記
録
類
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
、

現
在
の
保
存
会
会
員
の
祖
父
世
代
で
あ
る
昭
和
初
期
以
前
の
事
績
の
詳
細
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
。 

 

第
４
章 

六
座
に
つ
い
て 

第
１
節 

文
書
資
料 

 

竹
の
曲
を
演
じ
て
き
た
六
座
は
江
戸
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
次
の
文
書
や
絵

画
で
概
要
が
知
ら
れ
る
。 

 

（
１
） 

六
座
の
覚
（
平
井
文
書
）
※
『
太
宰
府
・
太
宰
府
天
満
宮
資
料
巻
十
七
』
よ
り 

筑
前
太
宰
府
六
座
之
覚 

 
 
 
 

舩
塚
正
空 

 
 
 
 

山
門
正
禪 

 
 
 
 

齊
藤
刑
部

（
マ
ゝ
） 

 
 
 
 

船
越
七
郎
治 

 
 
 
 

同
甚
四
郎 

 
 
 
 

古
川
小
三
郎 

 
 
 
 

安
武
三
郎
兵
衛 

 
 
 
 

同
四
郎 

 
 
 
 

丹
波
藤
左
衛
門 

 
 
 
 

鎌
盛
善
左
衛
門 

 
 
 
 

同
新
左
衛
門 

 
 
 
 

佐
藤
甚
右
衛
門 

 
 
 
 

吉
塚
藤
兵
衛 

 
 
 
 

泉
四
郎
兵
衛 

 
 
 
 

田
尻
彌
次
郎 

 
 
 
 

同
四
郎
右
衛
門 

 
 
 
 

花
房
善
四
郎 

 
 
 
 

花
房
藤
四
郎 

 

鋳
物
座 

 

平
井
輿
作 

米
屋
座 

 

古
川
新
九
郎 

染
物
座 

 

船
越
清
右
衛
門 
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相
物
座 

 

古
川
内
藏
之
助 

細
物
座 

 

安
武
源
右
衛
門 

鍛
冶
屋
座 

 

齊
藤
左
馬
助 

 

文
禄
元
辰壬
年 

六
月
朔
日 

大
鳥
居
信
岩
殿 

（
２
）
六
座
目
録 

※
『
わ
が
郷
土
太
宰
府
』
１
９
８
３
年
山
内
興
隆
（
船
越
家
所
蔵
文
書) 

一 

惣
て
六
座
の
根
元
、
米
屋
・
金
屋
・
小
間
物
屋
・
あ
い
も
の
屋
・
紺
屋
・
鍛

冶
屋
、
此
の
六
人
の
頭
に
て
、
市
場
を
始
る
。
米
屋
は
石
物
の
頭
・
金
屋
白
金
物

の
頭
・
小
間
物
は
れ
ん
じ
や
く
の
頭
・
あ
い
も
の
は
肴
壱
巻
・
紺
屋
は
染
物
・
鍛

冶
屋
は
切
物
の
根
元
。
本
当
所
住
人
故
市
繁
昌
の
砌
、
只
今
観
世
音
寺
に
有
之

祇
園
、
古
は
宰
府
の
内
に
て
六
月
十
五
日
市
は
ん
じ
ょ
う
の
た
め
、
能
五
番
仕

上
、
其
所
仕
近
引
穂
に
天
満
宮
に
御
能
仕
上
、
御
両
社
相
勤
申
候
。
其
の
後
乱
国

の
時
分
は
止
居
候
事
数
多
有
之
、
然
ば
右
の
六
座
の
者
共
余
力
も
有
之
に
付
、

銘
々
の
子
供
に
能
を
致
さ
せ
来
候
。
び
れ
い
役
に
は
無
之
に
付
、
敷
さ
ん
ば
無

御
座
候
。
然
ば
其
節
為
若
身
分
と
、
観
世
音
寺
の
代
官
よ
り
、
米
参
俵
、
大
鳥
居

殿
よ
り
米
五
斗
、
小
鳥
居
殿
よ
り
三
斗
、
御
造
営
よ
り
米
五
俵
、
古
よ
り
出
来

候
。
右
六
座
の
者
共
、
能
久
敷
中
絶
仕
候
へ
共
、
市
場
立
申
候
故
、
文
禄
元
年
よ

り
、
又
存
立
仕
来
候
。
然
ば
如
水
公
様
よ
り
、
御
入
国
の
時
分
、
神
社
仏
閣
謂
有

所
、
調
有
煮
共
御
尋
被
遊
候
。
其
刻
、
宰
府
の
市
の
儀
御
尋
ね
為
成
、
右
六
座
の

者
共
委
細
に
申
上
候
。
其
の
已
後
、
宰
府
之
御
隠
居
致
為
遊
候
節
、
六
座
の
者
共

被
召
出
、
御
目
見
仕
り
、 

名
有
者
に
候
中
、
鑓
壱
筋
宛
六
人
に
拝
領
仕
候
。
能
の
儀
は
嶋
原
陣
此
方
止
居

候
。
如
水
公
よ
り
御
尋
ね
の
時
は 

一 

一
新
九
郎
、
其
の
子
新
三
郎
、
夫
よ
り
右
左
衛
門
、
夫
よ
り
新
九
郎
、
右
米

屋
の
家
な
り
。
古
川
氏 

二 

金
屋
は
与
作
、
后
に
藤
右
衛
門
、
其
子
弥
平
次
、
夫
よ
り
藤
三
郎
。
平
井
氏 

三 

小
間
物
屋
は
、
深
右
衛
門
、
其
子
善
五
郎
、
夫
ヨ
リ
惣
右
衛
門
、
夫
ヨ
リ
惣

七
。
安
武
氏 

四 

あ
い
物
屋
は
、
内
蔵
介
、
夫
ヨ
リ
利
助
、
其
子
忠
兵
衛
、
夫
ヨ
リ
利
介
。
吉

塚
氏 

五 

紺
屋
は
、
清
右
衛
門
、
夫
ヨ
り
藤
兵
衛
、
其
子
藤
四
郎
、
そ
れ
ヨ
リ
藤
九
郎
。

舟
塚
氏 

六 

鍛
冶
屋
は
佐
馬
之
介
、
夫
ヨ
リ
清
右
衛
門
、
其
子
源
右
衛
門
、
夫
ヨ
リ
市

介
。
斎
藤
氏 

右
の
外
組
子 

一 

米
屋
の
分
、
古
川
小
三
郎
四
郎
右
衛
門
ヨ
リ
八
兵
衛
氏
跡
絶
る
。
新
九
郎

の
た
め
に
は
い
と
こ
孫
四
郎
は
、
新
九
郎
弐
番
目
、
其
子
十
右
衛
門
、
其
子
孫
四

郎
。 

二 
金
屋
無
分
。 

三 
小
間
物
屋
の
分
、
安
武
源
右
衛
門
、
三
郎
兵
衛
、
伝
右
衛
門
。 

四 

あ
い
も
の
屋
は
無
分
。 
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五 

か
じ
や
、
清
右
衛
門
是
然
れ
共
古
よ
り
の
や
し
き
な
れ
ば
弟
に
ゆ
ず
る
。 

六 

紺
屋
は
舟
越
正
定
・
清
右
衛
門
兄
弟
。
正
定
跡
絶
て
来
光
寺
立 

 

（
３
） 
六
座
の
面 

箱
書 

 

※
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵 

図
版
図
５
９ 

 

女
面 

貮
ツ 

 

坊
主
面 

壱
ツ 

 

翁
面 

壱
ツ 

 

熊
坂
面 

壱
ツ 

〆
五
面 

寶
暦
十
四
年
六
月
朔
日
二
改
候 

翁
面
二
面 

右
者
秋
月
甲
斐
様
依
御
望
差
上
候 

元
禄
十
二
年
卯
六
月
朔
日 

ぎ
お
ん
講 

銀
九
包
三
分 

 
 

 
 
 
 
 
 

孫
四
郎
預
り
跡
絶
ル
也 

連
中 

 
 
 
 

古
川
長
兵
衛 

吉
塚
九
兵
衛 

 
 
 

長
谷
清
吉 

 
 
 

古
川
新
蔵 

 
 
 

船
越
甚
四
郎 

安
武
宗
次
郎 

斎
藤
喜
左
衛
門 

 

右
天
明
元
年
丑
六
月
改
候 

右
者
古
箱
之
通
写
置
者
也 

明
治
元
年
改 

 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
慶
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 

船
越
壽
人 

 
 
 
 
 
 
 

安
武
宗
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 

吉
塚
藤
九
郎 

 
 
 
 
 
 

〆 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所
有 

※
棒
線
の
文
字
は
墨
の
塗
消
し
部
分 

 

（
４
） 

竹
の
曲 

歌
詞 

（
稚
児
独
唱
） 

釈
尊

し
ゃ
く
そ
ん

説
法

せ
っ
ぽ
う

の

古
い
に
し
え

は 

（
楽
入
一
同
） 

竹
の
林
に
寺
を
建
て
、
晋
の
七し

ち

賢け
ん

と
い
ひ
し
人 

竹
林
セ
イ
シ
、
シ
ス
マ
ン
セ
イ
シ 

竹
を
囃は

や

せ
し
諸
人
の
、
尚な

お

世
々
は
経
れ
ど

い
つ
と
な
く 

（
稚
児
独
唱
） 
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申
せ
ど
も
定
め
ず
眺
め
つ
つ 

（
楽
人
一
同
） 

霰
あ
ら
れ

た
ま
ら
ぬ
玉た

ま

笹ざ
さ

に
、
小
枝

さ

え

だ

洩も

り
く
る
月
影
の 

葉
に
置
く
露つ

ゆ

に
移
ろ
い
て
、
露
を
磨
け
る
光
こ
そ
千
秋

せ
ん
し
ゅ
う

万
歳

ば
ん
ぜ
い

と
覚
え
た
り 

糸
竹

し

ち

く

の
調

し
ら
べ

妙た
え

に
し
て
、
万

よ
ろ
ず

の
声
を
と
と
の
え
る 

（
稚
児
独
唱
） 

実げ

に
も
芽
出
度

め

で

た

く
覚お

ぼ

ゆ
る
は 

（
楽
人
一
同
） 

何
よ
り
も
何
よ
り
も
、
あ
ま
ね
く
諸
人

も
ろ
び
と

に
、
イ
チ
グ
南
北
に
、
呉
竹

く
れ
た
け

を
植
え
置
き

て
、 

眺
め
ば
や
、
眺
め
ば
や
、
ヘ
イ
ヤ
の
笛ふ

え

に
よ
り
簫

し
ょ
う

に
よ
り
、 

我
も
人
も
お
し
な
め
、
大
平

た
い
へ
い

楽ら
く

を
吹
き
な
ら
し 

喜
び
は
是
れ
を
し
て
思
う
人
に
よ
り
、
竹
の
い
つ
も
緑

み
ど
り

の
色
映
え
て
、
千
代
を

重
ね
て
竹
の
曲

は
や
し 

 

第
２
節 

六
座
と
竹
の
曲 

こ
れ
ら
の
江
戸
期
の
文
書
や
絵
画
か
ら
、
六
座
は
太
宰
府
を
代
表
す
る
商
工

業
の
各
業
種
別
代
表
六
軒
で
、
鋳
物
座
は
平
井
家
、
米
屋
座
は
古
川
家
、
染
物
座

は
船
塚
（
越
）
家
、
相
物
座
は
古
川
家
、
細
物
座
は
安
武
家
、
鍛
冶
屋
座
は
斎
藤

家
で
、「
右
の
外
組
子
」
と
あ
り
、
座
の
頭
を
務
め
た
六
家
以
外
に
組
を
構
成
す

る
商
工
業
の
家
々
が
あ
っ
た
。
六
座
は
も
と
も
と
市
町
（
五
条
）
内
に
あ
っ
た
祇

園
社
に
毎
年
旧
暦
６
月
１
５
日
に
は
（
祇
園
祭
の
こ
と
か
）
能
五
番
を
奉
納
し

て
お
り
、
式
三
番
に
は
演
技
指
導
の
美
麗
役
が
あ
た
っ
て
い
た
。
六
座
が
伝
え

て
き
た
女
面
、
坊
主
面
、
翁
面
、
熊
坂
面
（
図
版
図
５
８
）

は
そ
の
事
実
を
示
し
て

い
る
（
式
三
番
は
美
麗
役
に
よ
る
も
の
か
）
。
演
じ
る
に
当
り
観
世
音
寺
代
官
や

天
満
宮
の
大
鳥
居
家
（
現
宮
司
家
）
、
小
鳥
居
家
（
現
権
宮
司
家
）
御
造
営
か
ら

資
金
と
し
て
米
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
天
満
宮
に
も
能
を
奉
納
し
て
い
た
。
戦

国
の
戦
乱
で
し
ば
ら
く
は
行
事
の
催
行
が
困
難
と
な
っ
た
が
、
六
座
の
者
に
は

余
力
が
あ
っ
た
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に
能
を
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
文
禄

元
（
１
５
９
２
）
年
に
は
市
が
再
興
さ
れ
た
。
締
太
鼓
の
修
理
も
同
年
に
お
こ
な

わ
れ
て
お
り
、
町
衆
に
よ
る
祭
礼
も
復
興
さ
れ
「
竹
の
曲
」
の
六
座
に
よ
る
上
演

も
こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。 

能
の
上
演
に
つ
い
て
は
観
世
音
寺
が
所
有
す
る
江
戸
後
期
の
『
太
宰
府
観
世

音
寺
年
中
行
事
目
録
』
に
は
三
笠
郡
町
人
六
座
役
が
六
月
十
五
日
の
祇
園
会
に

て
「
文
正
元
（
１
４
６
６
）
年
ヨ
リ
能
始
」
と
記
載
し
て
い
る
（
『
太
宰
府
市
史

近
世
資
料
編
』）
。 

宝
永
三
（
一
七
〇
五
）
年
の
『
筑
陽
記
』
に
は
「
竹
の
舞
と
云
舞
楽
あ
り
。
当
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地
乃
猿
楽
是
を
勉
む
」
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
当
地
の
猿
楽
集
団
た
る

六
座
が
「
竹
の
舞
」
の
主
体
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

六
座
の
各
家
の
在
所
は
『
大
野
城
太
宰
府
旧
蹟
全
図
北
』（
江
戸
後
期
）（
図
は

太
宰
府
市
指
定
有
形
文
化
財 

木
村
敏
美
氏
所
蔵
）
の
五
条
付
近
に
書
き
記
さ
れ

て
い
る
。（
図
版
図
２
） 

 

第
３
節 

美
麗
役
梅
津
家
と
竹
の
は
や
し 

 

『
天
満
宮
社
役
年
中
行
事
』、『
安
楽
寺
天
満
宮
年
中
行
事
記
』
に
よ
り
室
町
期

に
お
け
る
天
満
宮
で
の
神
幸
祭
へ
の
供
奉
や
「
竹
の
林
」
の
奉
納
は
「
び
れ
い
」

が
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
竹
の
曲
を
研
究
し
た
筑
紫
豊
は
、
「
美
麗
」

と
は
『
新
考
三
潴
郡
誌
』
収
容
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
京
都
梅
津
郷
に
住
ま
い
菅
原

道
真
公
に
仕
え
た
三
橋
氏
が
菅
公
を
慕
い
筑
紫
に
下
り
、
高
良
山
大
宮
司
の
世

話
に
よ
り
三
潴
郡
夜
明
村
（
玉
垂
宮
近
傍
）
を
居
と
し
田
楽
を
務
め
た
が
、
そ
の

子
孫
勘
十
郎
が
源
頼
朝
に
見
い
だ
さ
れ
、
容
顔
美
麗
に
つ
き
「
美
麗
」
の
名
を
与

え
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
中
世
に
は
高
良
玉
垂
宮
を
拠
点
と
し
て
「
美

麗
」
梅
津
家
と
し
て
知
ら
れ
、
藩
政
時
代
（
江
戸
時
代
）
に
は
天
満
宮
の
神
幸
祭

に
は
馬
を
柳
川
の
立
花
家
か
ら
出
頭
さ
せ
て
い
る
事
実
が
あ
り
、「
美
麗
」
を
伝

承
す
る
梅
津
家
は
立
花
家
出
入
り
の
能
役
者
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
は
筑
後

玉
垂
宮
の
梅
津
家
と
の
関
係
か
ら
六
座
の
連
中
が
能
や
美
麗
田
楽
を
習
得
し
、

そ
れ
が
伝
承
さ
れ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
竹
の
曲
で
の
「
さ

さ
ら
」
の
使
用
も
そ
の
時
代
を
降
ら
な
い
も
の
で
、
歌
詞
も
中
世
の
古
風
を
保

っ
て
お
り
、
筑
後
玉
垂
宮
の
梅
津
家(

美
麗)

伝
来
の
田
楽
が
戦
後
間
も
な
く
す

で
に
ま
っ
た
く
滅
亡
し
て
い
る
中
で
、
古
典
的
な
伝
統
の
護
持
さ
れ
る
と
こ
ろ

に
大
い
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
切
言
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
し
て
い

る
。 

 

永
井
彰
子
の
『
美
麗
一
族 

竹
の
曲
と
神
事
能
』
に
よ
れ
ば
、
美
麗
の
一
族
は

「
京
都
の
梅
津
を
先
祖
の
地
と
し
、
仕
え
て
い
た
道
真
公
の
あ
と
を
し
た
っ
て

西
国
へ
罷
り
下
っ
た
と
い
う
伝
承
を
持
ち
伝
え
て
き
た
芸
能
者
の
一
族
」
で
、

も
と
は
中
世
の
田
楽
集
団
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
筑
後
玉
垂
宮
大
善

寺
の
永
仁
４
（
１
２
９
６
）
年
の
小
五
月
会
の
次
第
に
は
政
所
田
楽
を
演
じ
た

記
録
が
あ
り
、
応
安
８
（
１
３
７
５
）
年
の
筑
後
三
潴
荘
田
口
村
熊
野
権
現
の
六

月
祭
礼
の
史
料
に
は
美
麗
が
猿
楽
を
演
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
中
世
に
は
筑
後

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
美
麗
一
族
は
梅
津
を
名
乗
り
、

あ
る
も
の
は
戦
国
期
に
は
筑
前
秋
月
氏
に
仕
え
、
そ
の
後
に
筑
前
に
入
っ
た
黒

田
氏
に
仕
え
て
甘
木
を
本
拠
と
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
分
家
し
福
岡
城
下
に
分
家

し
た
家
が
黒
田
藩
喜
多
流
仕
手
方
の
梅
津
家
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
家
の

江
戸
末
期
の
当
主
梅
津
正
利
が
慶
応
４
（
１
８
６
８
）
年
に
編
纂
し
た
文
書
の

記
録
に
、
後
鳥
羽
院
の
こ
ろ
、
一
族
の
太
宰
府
に
住
ま
う
一
万
法
師
が
禁
裏
御

殿
造
営
に
際
し
て
「
中
門
口
、
竹
之
囃
子
」
の
御
用
を
務
め
た
記
事
が
あ
る
と
い

う
。「
中
門
口
」
と
は
ビ
ン
ザ
サ
ラ
役
が
演
じ
る
田
楽
の
こ
と
で
、「
竹
之
囃
子
」

は
『
高
良
山
神
幸
次
第
記
』
に
美
麗
が
式
三
番
な
ど
と
と
も
に
演
じ
た
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
史
料
の
確
か
さ
に
は
難
が
あ
る
も
の
の
、
江
戸
時
代
に
は
能
楽

師
梅
津
家
の
祖
先
は
中
世
に
お
い
て
は
田
楽
師
で
あ
り
、「
竹
の
は
や
し
」
を
演

目
と
し
て
持
っ
て
い
た
認
識
が
あ
っ
た
と
言
え
、『
六
座
目
録
』
に
あ
る
「
美
麗

役
」
は
筑
後
の
梅
津
家
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
の
「
竹
の
曲
」
の
淵
源

は
中
世
の
美
麗
、
梅
津
家
に
つ
な
が
り
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。 
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六
座
が
五
条
に
あ
っ
た
祇
園
社
に
奉
仕
し
て
い
た
中
世
に
は
、
『
六
座
目
録
』

に
よ
れ
ば
美
麗
役
そ
の
も
の
、
な
い
し
は
そ
の
指
導
を
受
け
た
町
衆
が
田
楽
や

能
を
演
じ
て
い
た
が
、
戦
乱
に
よ
り
そ
の
関
係
は
途
絶
え
た
。
中
世
に
は
天
満

宮
の
祭
事
に
は
美
麗
の
梅
津
家
が
「
竹
の
は
や
し
」
を
演
じ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
六
座
が
伝
え
て
き
た
締
太
鼓
の
墨
書
か
ら
、
文
禄
元
（
１
５
９
２
）
年
以

降
は
「
美
麗
役
」
に
代
わ
っ
て
市
を
復
興
し
た
六
座
の
町
衆
が
、
天
満
宮
の
神
幸

祭
に
「
竹
の
は
や
し
」
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
江
戸
時
代

前
期
に
は
「
竹
の
舞
」
は
「
当
地
乃
猿
楽
」
が
務
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
神
幸
祭

の
供
奉
は
『
安
楽
寺
天
満
宮
年
中
行
事
記
』
に
よ
れ
ば
室
町
末
期
に
は
「
び
れ

い
」
が
務
め
た
が
、
絵
画
資
料
に
見
ら
れ
る
装
束
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
後
期
に

は
、
六
座
に
よ
る
竹
の
曲
一
団
が
供
奉
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
構
成

は
さ
さ
ら
複
数
名
、
横
笛
複
数
名
、
締
太
鼓
複
数
名
を
中
心
と
し
た
参
加
で
あ

っ
た
。
昭
和
２
７
年
の
際
の
調
査
で
は
江
戸
期
ま
で
は
笙
も
参
加
し
て
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

第
４
節 

竹
の
曲
保
存
会
の
活
動
歴 

 

竹
の
曲
は
太
宰
府
天
満
宮
の
御
神
幸
祭
へ
の
供
奉
の
他
、
啓
発
の
た
め
様
々

な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
足
跡
と
し
て
重
要
な
事
績
を
太
宰
府
市
公
文
書

館
や
保
存
会
が
保
管
し
て
い
る
簿
冊
か
ら
書
き
起
こ
し
て
み
た
い
。 

 

１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年 

NHK
ラ
ジ
オ
「
風
景
太
宰
府
詣
で
」
出
演 

１
９
３
５
（
昭
和
１
０
）
年
９
月
１
５
日 

NHK
ラ
ジ
オ
「
配
所
の
菅
公
の
思
ひ

で
」
出
演 

１
９
３
６
（
昭
和
１
１
）
年
９
月
１
３
日 

NHK
ラ
ジ
オ
「
竹
の
曲
」
が
全
国
中

継
さ
れ
る 

１
９
４
０
（
昭
和
１
５
）
年
１
２
月
９
日 

NHK
ラ
ジ
オ
「
九
州
古
舞
踊
大
会
」

が
全
国
中
継
さ
れ
る 

１
９
５
２
（
昭
和
２
７
）
年
１
０
月
２
９
日 

文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
り
「
竹

の
は
や
し
」
の
名
称
で
国
の
助
成
す
べ
き
無
形
文
化
財
に
選
定
さ
れ
る 

１
９
５
３
（
昭
和
２
８
）
年
５
月
５
日 

「
竹
の
は
や
し
を
讃
え
る
会
」
が
発
足
。

同
時
に
「
太
宰
府
文
化
財
保
存
顕
彰
会
」
の
設
立
準
備
が
町
と
町
議
会
を
中

心
に
進
め
ら
れ
る
。 

１
９
５
３
（
昭
和
２
８
）
年
１
０
月
６
日 

文
部
省
文
化
財
保
護
委
員
会
（
文
化

庁
の
前
身
組
織
）
・
長
崎
県
主
催
「
九
州
地
区
郷
土
芸
能
大
会
」
（
於
久
長
崎

市
）
に
出
演
。
顕
彰
会
に
よ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
竹
の
曲
」
解
説
書
が
制
作
配

布
さ
れ
る 

１
９
５
３
（
昭
和
２
９
）
年
１
０
月
２
０
日 

「
福
岡
県
芸
能
大
会
」（
於
小
倉

市
）
に
出
演 

１
９
５
９
（
昭
和
３
４
）
年
５
月
２
５
日 

「
第
１
回
民
俗
芸
能
大
会
」（
於
久

留
米
市
）
に
出
演 

１
９
６
０
（
昭
和
３
５
）
年
４
月
１
２
日 

福
岡
県
無
形
文
化
財
指
定
（
昭
和
２

９
（
１
９
５
４
）
年
の
重
要
民
俗
資
料
指
定
制
度
の
創
設
に
よ
る
選
定
消
失

に
伴
う
措
置
か
） 

１
９
６
０
（
昭
和
３
５
）
年 

「
竹
の
は
や
し
を
讃
え
る
会
」
か
ら
「
竹
の
曲
保

存
会
」
が
発
足 

 

１
９
７
１
（
昭
和
４
６
）
年
３
月
１
１
日 

NHK
ラ
ジ
オ
「
ふ
る
さ
と
の
心
」（
全
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国
放
送
）
に
出
演 

１
９
７
３
（
昭
和
４
８
）
年
１
０
月 

京
都
府
北
野
天
満
宮
、
三
重
県
伊
勢
神
宮

（
式
年
遷
宮
祭
）
に
「
竹
の
曲
」
を
奉
納 

１
９
７
６
（
昭
和
５
１
）
年
４
月
２
４
日 

福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
再
指

定 １
９
８
１
（
昭
和
５
６
）
年
９
月 

文
化
財
保
存
記
録
映
画
の
撮
影
。
笛
の
製

作
、
演
奏
、
舞
を
撮
影 

１
９
８
３
（
昭
和
５
８
）
年
１
０
月 

大
宰
府
政
庁
跡
に
て
天
満
宮
秋
思
祭
が

斎
行
さ
れ
「
竹
の
曲
」
を
奉
納(
こ
れ
以
降
出
演
は
現
在
に
至
る
） 

１
９
８
５
（
昭
和
６
０
）
年
４
月 
NHK
教
育
テ
レ
ビ
「
歴
史
散
歩
遠
の
朝
廷
大

宰
府
」
に
出
演 

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
２
月 

「
福
岡
地
区
文
化
の
つ
ど
い
」
に
出
演
（
以
降
、

毎
年
イ
ベ
ン
ト
出
演
増
加
） 

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
１
０
月 

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
納
。
稚
児
、
楽
人
す

べ
て
の
衣
装
を
新
調
。
衣
装
の
保
管
を
天
満
宮
が
お
こ
な
う 

同
月 

「
第
１
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
芸
能
大
会
」
に
出
演
（
於
八
女
市
） 

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
１
０
月 

伊
勢
神
宮
鎮
座
二
千
年
祭
で
奉
納 

１
９
９
８
（
平
成
１
０
）
年
１
０
月 

「
九
州
民
俗
芸
能
大
会
」
に
出
演
（
於
宮

古
島
平
良
市
） 

１
９
９
９
（
平
成
１
１
）
年 

初
め
て
稚
児
を
天
満
宮
社
家
か
ら
出
す 

２
０
０
０
（
平
成
１
２
）
年 

東
大
寺
サ
ミ
ッ
ト
に
出
演
（
於
福
岡
市
） 

２
０
０
０
（
平
成
１
２
）
年
１
１
月 

「
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
子
供
の
祭
典
」

に
出
演
（
於
福
岡
市
） 

２
０
０
２
（
平
成
１
４
）
年
４
月 

白
衣
、
烏
帽
子
を
新
調 

２
０
０
２
（
平
成
１
４
）
年
１
０
月 

安
行
社
秋
季
祭
で
奉
納 

２
０
０
４
（
平
成
１
６
）
年
１
１
月 

「
第
１
９
回
国
民
文
化
祭
」
に
出
演
（
於

太
宰
府
市
） 

２
０
１
２
（
平
成
２
４
）
年
４
月 

太
宰
府
市
市
政
施
行
３
０
周
年
式
典
に
出

演
（
於
太
宰
府
市
） 

２
０
１
３
（
平
成
２
５
）
年
１
０
月 

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
納 

２
０
１
５
（
平
成
２
７
）
年
１
１
月 

「
第
５
７
回
九
州
民
俗
芸
能
大
会
」
に
出

演
（
於
太
宰
府
市
） 

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
９
月 

太
宰
府
天
満
宮
御
神
幸
祭
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
流
行
の
た
め
行
事
縮
小
と
な
り
、
お
下
り
お
上
り
と
も
神
職
の
み
で

供
奉
が
見
送
ら
れ
、
浮
殿
前
で
の
お
御
供
上
げ
と
本
殿
前
で
の
還
御
祭
の
奉

納
の
み
と
な
る 

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
３
月 

「
民
俗
芸
能
公
演
中
世
の
舞
と
響
き
」
に
出
演

（
於
福
岡
市
東
区
） 

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
９
月 

御
神
幸
祭
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の

た
め
本
殿
前
で
の
還
御
祭
の
奉
納
の
み
と
な
る 

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
８
月 

保
存
会
が
太
宰
府
市
の
景
観
・
市
民
遺
産
育
成

団
体
と
な
る 

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
９
月 

御
神
幸
祭
の
斎
行
に
合
わ
せ
太
宰
府
市
に
よ

る
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
実
施 

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
２
月 

太
宰
府
市
の
市
民
遺
産
第
１
７
号
に
認
定
さ

れ
る
。
同
月
、
太
宰
府
市
市
政
施
行
４
０
周
年
式
典
に
出
演
（
於
太
宰
府
市
） 
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第
５
章 

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
の
「
竹
の
曲
」
の
記
録 

 

第
１
節 

太
宰
府
天
満
宮
神
幸
式
の
供
奉 

 

本
調
査
を
お
こ
な
っ
た
令
和
４
年
に
お
け
る
竹
の
曲
の
主
な
活
動
は
以
下
の

状
況
で
あ
っ
た
。 

 

① 
 

太
宰
府
天
満
宮
神
幸
式
大
祭
（
図
版
図
１
） 

 

お
下
り
供
奉 

９
月
２
２
日
２
０
時
～
２
２
時 

・ 

道
中
「
道
楽
」
演
奏 

 

お
上
り
供
奉 

９
月
２
３
日
１
５
時
～
２
０
時 

・ 

道
中
「
道
楽
」
演
奏 

・ 

浮
殿 

「
お
御
供
上
げ
」
演
奏 

・ 

本
殿
前
「
さ
さ
ら
の
舞
」
、「
扇
の
舞
」 

奉
納 

② 
 

太
宰
府
天
満
宮
秋
思
祭 

奉
納
上
演 

１
０
月
５
日
１
９
時
～ 

・ 

「
さ
さ
ら
の
舞
」
、
「
扇
の
舞
」 

奉
納 

③ 
 

安
行
社
祭
日
で
の
奉
納 

１
０
月
１
７
日
１
１
時
～ 
於
三
条 

・ 

「
さ
さ
ら
の
舞
」
、
「
扇
の
舞
」 

奉
納 

 ま
た
、
こ
の
際
の
演
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。 

稚
児 

安
武
暖
真 

太
鼓 

田
中
幸
一 

笛 

古
川
賢
次
、
古
川
啓
之
助
、
田
中
典
裕
、
長
谷
繁
行
、
古
川
徹
、
安
武
敏
幸
、

田
上
真
也
、
森
川
剛 

  

太
宰
府
天
満
宮
の
神
幸
祭
は
太
宰
府
市
宰
府
四
丁
目
に
あ
る
太
宰
府
天
満
宮

本
殿
よ
り
、
祭
神
の
菅
原
道
真
公
を
乗
せ
た
神
輿
が
、
道
真
公
の
配
所
（
府
南

館
）
の
地
と
伝
え
ら
れ
、
飛
地
境
内
で
あ
る
太
宰
府
市
朱
雀
六
丁
目
に
あ
る
榎

社
ま
で
の
約
６
ｋ
ｍ
の
間
を
約
５
０
０
人
の
奉
仕
の
人
々
と
と
も
に
隊
列
を
整

え
て
移
動
す
る
祭
事
で
、
令
和
４
年
は
９
月
２
２
日
金
曜
日
に
太
宰
府
天
満
宮

発
、
榎
社
着
の
「
お
下
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
翌
２
３
日
土
曜
日
（
秋
分
の
日
）

に
榎
社
発
、
太
宰
府
天
満
宮
着
の
「
お
上
り
」
が
催
行
さ
れ
た
。 

 

（
１
）  

９
月
２
２
日
金
曜
日 

「
お
下
り
」（
図
版
図
１
４
～
１
９
） 

竹
の
曲
の
一
行
は
隊
列
に
お
い
て
は
先
払
い
の
後
ろ
、
神
輿
の
前
の
先
駆
の

位
置
に
配
置
さ
れ
て
、
神
社
の
伶
人
と
は
別
に
「
道
楽
（
み
ち
が
く
）
」
を
移
動

し
な
が
ら
演
奏
し
た
。 

２
０
：
４
０ 

太
宰
府
天
満
宮
参
道
（
以
下
、
参
道
）
大
町
交
差
点
東
に
お
い
て

神
幸
の
隊
列
に
合
流
。（
図
版
図
１
４
） 

 
 
 
 

（
例
年
は
２
０
：
３
０
頃
） 

 
 
 
 

そ
の
後
、
参
道
、
新
町
、
横
町
、
五
条
、「
ど
ん
か
ん
み
ち
」
と
称
す

る
道
を
辿
り
、
血
気
持
ち
様
前
、
鼓
石
、
を
移
動
。
適
宜
「
道
楽
」
を

演
奏
。（
図
版
図
１
５
～
１
８
） 

２
１
：
５
０ 

榎
社
到
着
。
神
輿
を
迎
え
て
「
道
楽
」
を
演
奏
。（
例
年
は
２
２
：

０
０
頃
）（
図
版
図
１
９
） 

 

（
２
）  
９
月
２
３
日
土
曜
日 

「
お
上
り
」（
図
版
図
２
０
～
２
４
） 



太宰府市無形民俗文化財調査報告書 

竹(たけ)の曲(はやし) 

13 
 

 
１
５
：
０
０ 

榎
社
に
集
合
し
社
務
所
に
て
狩
衣
の
装
束
に
着
替
え
る
。
雨
天

の
た
め
上
着
の
着
用
を
急
遽
取
り
止
め
白
衣
の
上
に
か
っ
ぱ
を
着
用

す
る
こ
と
と
な
る
。
稚
児
も
白
衣
で
参
加
。 

１
６
：
２
０ 
榎
社
東
側
の
路
上
で
隊
列
と
な
り
、
お
下
り
と
同
じ
隊
列
内
の

位
置
で
出
立
（
例
年
は
１
６
：
０
０
頃
）。
そ
の
後
、
お
下
り
と
同
じ

経
路
で
「
道
楽
」
を
演
奏
し
な
が
ら
移
動
。
途
中
、
五
条
安
武
家
に
て

湯
茶
の
接
待
あ
り
。 

１
７
：
５
０ 

参
道
到
着
（
例
年
は
１
７
：
３
０
頃
）
。
大
町
に
て
隊
列
を
離
れ
、

歩
道
に
て
神
輿
を
迎
え
「
道
楽
」
を
演
奏
（
図
版
図
２
７
）
。
そ
の
後
、
定

遠
館
に
て
衣
装
を
整
え
、
稚
児
は
舞
い
の
衣
装
で
あ
る
「
ゴ
ザ
袴
」

（
大
口
袴
）
に
着
替
え
（
図
版
図
２
８
）

浮
殿
に
移
動
。 

１
９
：
０
０ 

天
満
宮
浮
殿
前
に
て
「
お
御
供
上
げ
」
の
演
奏
（
５
分
）
を
奉
納

（
例
年
は
１
８
：
０
０
頃
、）（
図
版
図
２
９
）
。 

１
９
：
３
０ 

神
幸
の
隊
列
に
加
わ
り
太
鼓
橋
を
渡
っ
て
本
殿
前
に
移
動
。
神

輿
が
本
殿
に
帰
着
。 

２
０
：
２
０ 

本
殿
前
の
石
畳
に
て
茣
蓙
を
敷
き
、
円
座
を
置
い
て
演
者
が
座

し
て
「
さ
さ
ら
の
舞
」（
３
分
）
、「
扇
の
舞
」（
５
分
）
を
奉
納
（
例
年

は
１
９
：
０
０
頃
、
本
殿
正
面
の
庇
内
に
て
奉
納
）
。（
図
版
図
３
０
～
３

３
） 

２
０
：
３
０ 

保
存
会
代
表
が
昇
殿
し
玉
串
を
奉
納
。
神
幸
祭
終
了
。 

  

第
２
節 

太
宰
府
天
満
宮
秋
思
祭 

 

秋
思
祭
は
太
宰
府
天
満
宮
が
大
宰
府
政
庁
跡
で
お
こ
な
う
菅
原
道
真
が
「
秋

思
」
の
勅
題
で
漢
詩
を
奉
じ
た
故
事
に
基
づ
く
行
事
で
、
旧
暦
９
月
１
０
日
の

夜
に
斎
行
さ
れ
る
祭
典
。
昭
和
４
２
（
１
９
７
７
）
年
よ
り
毎
年
斎
行
さ
れ
、
竹

の
曲
は
昭
和
５
８
（
１
９
８
３
）
年
よ
り
毎
年
奉
納
し
て
い
る
。 

 

１
８
：
３
０ 

大
宰
府
政
庁
跡
の
仮
設
テ
ン
ト
に
て
集
合
し
装
束
（
演
奏
者
は

狩
衣
、
稚
児
は
ゴ
ザ
袴
）
に
着
替
え
る
。 

１
９
：
０
０ 

祭
祀
開
始
。 

１
９
：
２
０ 

祭
壇
前
の
舞
台
に
登
壇
し
、「
さ
さ
ら
の
舞
」「
扇
の
舞
」
を
奉
納
。 

２
０
：
４
０ 

代
表
が
祭
壇
に
玉
串
を
奉
納
し
終
了
。 

  

第
３
節 

行
事
の
練
習 

竹
の
曲
保
存
会
で
は
年
間
を
通
じ
て
演
目
の
練
習
を
太
宰
府
天
満
宮
内
の
施

設
（
崇
敬
会
館
や
社
務
所
余
香
殿
な
ど
）
を
使
用
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
練
習

日
は
以
下
の
通
り
。 

３
月
２
６
日
、
４
月
２
４
日
、
８
月
１
日
、
２
日
、
５
日
、
８
日
、
９
日
、
１

８
日
、
１
９
日
、
２
２
日
、
２
４
日
、
２
８
日
、
９
月
１
日
、
２
日
、
３
日
、
４

日
、
１
０
日
、
１
１
日
、
１
７
日
、
１
８
日
、
１
９
日
、
２
０
日
、
２
１
日 

 

練
習
の
方
法
は
、
横
笛
と
太
鼓
の
み
の
演
奏
と
稚
児
の
舞
を
合
わ
せ
た
練
習

と
が
あ
る
。
笛
の
練
習
の
奏
法
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
始
め
に
道
楽
、
お
御
供

上
げ
の
フ
レ
ー
ズ
を
、
ま
た
は
さ
さ
ら
舞
の
フ
レ
ー
ズ
を
、
各
自
の
笛
の
音
色

が
揃
う
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
太
鼓
に
合
わ
せ
て
吹
奏
す
る
。
そ
の
後
、
謡
を

お
こ
な
う
。
舞
は
部
屋
の
中
央
に
畳
数
畳
を
敷
き
、
太
鼓
が
座
り
、
稚
児
が
舞
い
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な
が
ら
立
ち
位
置
、
足
運
び
、
所
作
の
指
導
を
受
け
る
。
神
幸
祭
直
前
の
練
習
で

は
装
束
を
付
け
て
通
し
で
演
じ
る
。
練
習
後
に
持
ち
寄
っ
た
道
具
に
あ
わ
せ
て
、

先
輩
会
員
が
新
人
に
道
具
の
扱
い
方
や
衣
装
の
た
た
み
方
な
ど
を
指
導
し
て
い

た
。 

 

第
６
章 

竹
の
曲
の
構
成
要
素-

演
者
お
よ
び
道
具
と
装
束 

 

第
１
節 

竹
の
曲
の
構
成
員 

 

竹
の
曲
保
存
会
で
は
「
道
楽
（
み
ち
が
く
）
」「
お
御
供
上
（
ご
く
あ
）
げ
」「
さ

さ
ら
の
舞
（
ま
い
）
」「
扇
（
お
お
ぎ
）
の
舞
（
ま
い
）
」
の
演
目
を
伝
承
し
て
い

る
（
読
み
は
保
存
会
の
呼
び
習
わ
す
言
葉
に
よ
る
）
。 

演
者
の
構
成
は
舞
手
の
稚
児
男
児1

名
、
締
太
鼓
・
笛
（
壮
年
、
老
年
男
子
７
名

ほ
ど
）
で
あ
り
稚
児
は
小
学
校
高
学
年
の
保
存
会
の
縁
者
か
ら
選
ば
れ
、
中
学

生
に
な
る
と
次
の
子
に
交
代
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

楽
器
は
横
笛
と
締
太
鼓
、
さ
さ
ら
で
、
横
笛
は
使
用
す
る
各
自
が
締
太
鼓
は

担
当
を
決
め
て
保
存
管
理
し
て
い
る
。
衣
装
の
狩
衣
と
烏
帽
子
は
太
宰
府
天
満

宮
か
ら
貸
与
さ
れ
、
代
表
者
も
し
く
は
各
自
で
管
理
し
て
い
る
。
稚
児
の
衣
装

の
「
ゴ
ザ
袴
」
（
大
口
袴
）
と
侍
烏
帽
子
は
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
貸
与
さ
れ
、
代

表
者
が
管
理
し
て
い
る
。 

令
和
４
年
時
点
で
の
竹
の
曲
保
存
会
の
会
員
は
、
以
下
の
２
２
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
稚
児
と
提
灯
係
、
旗
持
ち
は
会
員
関
係
者
の
子
ど
も
が
務
め
る
。 

会
長 

 

古
川
賢
次
（
横
笛
） 

副
会
長 

 

田
中
典
裕
（
横
笛
） 

監
事 

 

長
谷
繁
行
（
横
笛
） 

事
務
局
長 

 

田
上
真
也
（
横
笛
） 

理
事 

 

古
川
啓
之
助
（
横
笛
） 

 

田
中
幸
一
（
締
太
鼓
） 

 

安
武
敏
幸
（
横
笛
） 

 

平
井
和
宏
（
横
笛
） 

三
橋
彰
弘
（
太
宰
府
天
満
宮
） 

正
会
員 

 

古
川
徹
（
横
笛
） 

 

森
川
剛
（
横
笛
） 

 

田
中
慎
一
（
横
笛
） 

 

長
谷
雄
治
（
横
笛
） 

 

高
木
新
一
（
横
笛
） 

 

安
武
彗 

（
横
笛
） 

 

新
飼
哲
哉
（
横
笛
） 

準
会
員 

 
田
中
正
宏 

 

田
中
健
一 

 

田
中
俊
之 
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田
中
幸
司 

 
栗
原
昌
久 

 

味
酒
安
儀 

名
誉
会
長 
顧
問 

 

西
高
辻
信
宏
（
太
宰
府
天
満
宮
） 

顧
問 

 

楠
田
大
蔵
（
太
宰
府
市
長
） 

 

西
高
辻
信
良
（
太
宰
府
天
満
宮
） 

 

味
酒
安
則
（
太
宰
府
天
満
宮
） 

 

田
中
一
夫
（
五
条
） 

 

斎
藤
浩
平
（
五
条
） 

稚
児 

 

安
武
暖
真 

提
灯
係 

 

星
原
悠
佑 

旗
持
ち 

 

赤
津
大
介 

聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
古
川
家
は
六
座
の
「
米
屋
」
の
系
統
に
つ
な
が
り

を
持
つ
人
と
「
あ
い
も
の
屋
」
の
伝
承
を
持
つ
家
系
の
人
が
お
ら
れ
、
田
中
家
は

米
屋
古
川
家
と
姻
戚
関
係
が
あ
り
、
長
谷
家
は
元
禄
１
２
（
１
６
９
９
）
年
の
六

座
面
の
箱
書
き
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
近
代
に
お
い
て
は
六
座
「
あ
い
も
の
屋
」

の
吉
塚
家
と
の
姻
戚
関
係
が
、
安
武
家
は
六
座
の
「
小
間
物
屋
」
、
平
井
家
は
六

座
の
「
金
屋
（
鋳
物
屋
）
」
、
斎
藤
家
は
六
座
の
「
鍛
冶
屋
」
の
系
譜
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
人
は
こ
れ
ら
の
家
系
か
ら
嫁
い
だ
先
の
子
や
孫
、
会
員
紹
介
の
地

元
在
住
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

稚
児
役
の
子
ど
も
も
会
員
の
家
系
か
ら
出
し
て
い
る
が
、
平
成
に
入
っ
た
一

時
期
に
は
そ
れ
が
叶
わ
ず
、
太
宰
府
天
満
宮
の
社
家
の
家
系
で
あ
る
味
酒
家
、

松
大
路
家
か
ら
出
し
た
期
間
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
聞
き
取

り
に
お
い
て
は
現
在
の
会
員
の
意
識
の
中
に
六
座
や
五
条
と
い
っ
た
家
系
や
地

元
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
た
。
稚
児
役
の
子
ど
も
は
成
人
と
な
っ
て

演
奏
者
と
し
て
会
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。 

竹
の
曲
保
存
会
で
使
用
・
管
理
し
て
い
る
道
具
類
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 

  

第
２
節 

道
具
と
装
束 

（
１
）
締
太
鼓
（
図
版
図
４
８
～
５
３
） 

 

直
径
３
５
㎝
、
厚
さ
１
５
㎝
の
胴
が
黒
漆
で
塗
ら
れ
、
皮
の
両
面
に
朱
色
の

紐
で
互
い
違
い
に
編
み
、
た
わ
み
を
締
め
る
た
め
胴
部
の
中
央
で
三
重
に
紐
を

巻
い
て
い
る
。
神
幸
式
の
移
動
時
に
演
奏
す
る
「
道
楽
」
の
時
に
は
、
片
手
で
胴

の
紐
を
持
っ
て
太
鼓
を
縦
に
し
て
叩
く
。
神
前
で
の
演
奏
の
際
に
は
、
正
座
し

た
膝
に
当
て
る
よ
う
に
斜
め
に
置
き
、
片
手
で
撥
を
も
っ
て
叩
い
て
演
奏
す
る
。

胴
部
に
は
金
彩
色
の
松
の
蒔
絵
と
、
朱
漆
で
書
か
れ
た
「
博
多
掛
町 

岡
部
正
平
、

同
綱
場
町 

吉
田
忠
三
郎
、
同
築
港 

北
村
友
吉
」
銘
が
入
る
。
「
築
港
」
の
地

名
か
ら
太
平
洋
戦
争
前
後
頃
の
銘
か
。
も
う
一
つ
直
径
３
５
㎝
、
厚
さ
１
６
㎝

の
胴
が
黒
漆
の
金
彩
色
で
梅
鉢
紋
が
入
る
新
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
や
や
重
い

た
め
祭
事
で
は
も
っ
ぱ
ら
前
者
の
古
い
方
が
使
わ
れ
て
い
る
。
古
い
方
は
令
和

４
年
に
皮
を
博
多
千
代
町
の
梅
津
太
鼓
店
で
張
り
替
え
、
新
し
い
方
は
令
和
４
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年
に
新
規
に
購
入
し
て
い
る
。 

そ
れ
以
前
に
使
っ
て
い
た
六
座
に
伝
え
ら
れ
て
来
た
文
禄
元
年
の
墨
書
銘
の

あ
る
締
太
鼓
は
、
後
世
に
残
す
た
め
太
宰
府
天
満
宮
に
奉
納
し
、
現
在
は
使
用

さ
れ
て
い
な
い
。
直
径
１
尺
２
寸
、
高
さ
５
寸
と
記
録
さ
れ
、
現
在
の
太
鼓
と
ほ

ぼ
同
じ
法
量
で
あ
る
。
胴
内
部
に
「
文
禄
元
年 

修
復
仕
者
也 

古
川
新
九
郎
」

と
墨
書
が
あ
り
（
『
図
録
太
宰
府
天
満
宮
』
昭
和
５
１
年
太
宰
府
天
満
宮
）
、
六

座
の
文
書
に
あ
る
五
条
の
市
が
復
興
さ
れ
た
年
（
１
５
９
２
年
）
に
修
理
さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
太
鼓
を
昭
和
３
９
（
一
九
六
四
）
年
に
六
座
か
ら
太

宰
府
天
満
宮
に
奉
納
し
た
書
類
が
保
存
会
会
員
宅
に
残
さ
れ
て
い
る
。
胴
部
内

の
墨
書
に
あ
る
古
川
新
九
郎
は
六
座
の
文
書
に
見
ら
れ
る
米
屋
の
古
川
氏
で
あ

り
、
現
在
の
保
存
会
の
代
表
古
川
氏
は
こ
の
家
系
に
あ
た
る
と
い
う
。
昭
和
２

７
（
１
９
５
２
）
年
下
浦
奏
著
『
無
形
文
化
財
指
定 

太
宰
府
天
満
宮
・
竹
曲
』

に
よ
れ
ば
「
太
鼓
は
宝
暦
８
（
１
７
５
８
）
年
の
板
書
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
胴

内
側
に
書
銘
が
あ
り
、
文
禄
元
年
修
覆
仕
者
也
古
川
新
九
郎
と
し
て
あ
る
。
文

禄
元
年
は
（
１
５
９
２
）
に
当
た
る
。
尚
ほ
太
鼓
に
は
漆
黒
組
立
の
華
麗
な
台
が

一
つ
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
収
め
た
古
い
桐
箱
の
内
底
に
は
次
の
墨
書
が
あ

る
。 

 
 

寄
進
之
叓 

太
鼓
撥
台
共 
 

宿
坊 

 

六
度
寺
秀
賀 

右
享
保
十
乙
巳
歳
八
月
日 

同
再
興 

 
 
 

宿
坊 

 

六
度
寺
船
賀 

宝
暦
八
戌
寅
八
月
日 

 

箱
蓋
表
に
も
墨
書
で
宝
暦
八
年
八
月
廿
一
日
の
日
付
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
博

多
の
寄
進
者
廿
数
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、
江
戸
期
に
は
天
満
宮

社
家
の
原
山
六
度
寺
や
博
多
の
町
衆
が
六
座
の
道
具
調
達
に
加
勢
し
て
い
た
様

子
が
知
ら
れ
る
。 

 

今
の
道
具
の
管
理
は
会
の
代
表
か
演
奏
者
が
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

 

（
２
） 

横
笛
（
図
版
図
５
４
～
５
８
） 

 

１
０
年
ほ
ど
前
ま
で
は
各
家
で
相
伝
さ
れ
て
き
た
横
笛
を
使
い
、
ま
た
は
各

自
で
篠
竹
を
探
し
て
相
伝
さ
れ
た
笛
を
手
本
に
し
て
製
作
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
音
色
に
は
笛
ご
と
の
差
異
が
あ
っ
た
。
昭
和
２
７
年
の
記
録
に
は
長
さ
１
尺

５
寸
８
分
（
４
５.

７
㎝
）
で
指
孔
７
つ
の
横
笛
の
略
図
が
見
ら
れ
る
。
現
在
は

五
本
調
子
の
京
都
で
製
作
さ
れ
た
指
孔
７
つ
の
篠
笛
を
購
入
し
て
使
用
し
て
い

る
者
も
い
る
。
平
成
２
７
年
十
一
月
に
は
会
員
で
大
分
の
専
門
家
の
も
と
へ
篠

笛
製
作
の
体
験
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
製
作
の
際
の
吹
き
口
と
指
の
間
隔
の

位
置
を
記
し
た
棒
を
尺
の
代
わ
り
に
自
作
し
て
使
う
こ
と
も
あ
る
。
彩
色
は
黒

漆
で
両
端
部
や
吹
き
口
と
指
孔
の
間
の
み
赤
漆
で
帯
状
に
塗
る
も
の
も
あ
る
。

吹
き
口
の
左
右
な
い
し
端
部
に
金
泥
や
朱
漆
で
梅
鉢
紋
を
入
れ
る
場
合
も
あ
る
。

法
量
は
個
体
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
長
さ
は
お
お
よ
そ
４
０
㎝
、
太
さ

は
２
㎝
程
度
。
吹
き
口
の
み
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
状
の
も
の
で
吹
く
練
習
を
す
る

こ
と
も
あ
る
。
昭
和
２
７
（
１
９
５
２
）
年
の
段
階
で
は
笛
の
奏
者
は
６
か
ら
８

人
と
さ
れ
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
伝
承
で
は
明
治
初
期
頃
ま
で
は
「
竹

の
曲
」
の
歌
詞
の
通
り
笛
の
他
に
笙
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
絵
画
資

料
で
も
そ
の
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。
道
具
は
各
自
が
管
理
し
て
い
る
。 
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（
３
） 

さ
さ
ら
（
図
版
図
４
０
～
４
５
） 

 
使
用
さ
れ
た
さ
さ
ら
は
保
存
会
代
表
の
古
川
賢
次
氏
が
所
有
す
る
も
の
で
、

全
体
の
平
面
形
は
長
方
形
を
成
す
。
両
脇
の
木
製
の
把
手
、
鳴
り
子
と
し
て
の

竹
製
の
札
５
３
枚
、
そ
れ
を
か
が
る
緋
色
、
な
い
し
深
紫
色
の
麻
の
紐
、
紐
か
ら

連
な
る
房
か
ら
で
き
て
い
る
。
両
脇
の
把
手
（
昭
和
２
７
年
の
記
録
で
は
「
親

木
」
「
添
木
」
と
あ
り
）
は
褐
色
、
鳴
り
子
は
外
面
が
褐
色
、
内
面
は
朱
色
の
漆

塗
り
と
な
っ
て
い
る
。
古
川
家
で
相
伝
さ
れ
た
も
の
を
模
倣
し
て
作
り
継
い
で

き
て
お
り
、
現
在
で
は
複
数
存
在
し
、
大
き
さ
に
は
個
体
差
が
あ
る
。
大
き
い
も

の
は
全
幅
７
０
㎝
、
高
さ
１
６
㎝
、
厚
さ
１
．
５
㎝
を
、
小
さ
い
も
の
は
全
幅
５

２
㎝
、
高
さ
１
４
㎝
、
厚
さ
１
．
２
㎝
を
測
る
。
他
所
の
田
楽
舞
で
使
用
さ
れ
る

さ
さ
ら
と
比
べ
て
幅
に
対
す
る
高
さ
が
高
い
形
状
を
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
は

お
上
り
の
供
奉
の
際
に
練
習
で
使
用
し
て
い
た
小
さ
い
ほ
う
の
さ
さ
ら
の
紐
が

切
れ
、
お
御
供
上
げ
か
ら
本
殿
前
の
奉
納
の
際
に
は
予
備
の
大
き
な
さ
さ
ら
が

使
用
さ
れ
た
。
昭
和
２
７
（
１
９
５
２
）
年
の
資
料
『
無
形
文
化
財
指
定 

太
宰

府
天
満
宮
・
竹
曲
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
は
さ
さ
ら
の
札
の
数
は
４
９
枚
で

あ
り
、
明
治
４
１
（
１
９
０
８
）
年
ま
で
は
札
の
数
が
５
１
枚
あ
っ
た
虫
食
い
の

あ
る
古
い
さ
さ
ら
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
の
神
幸
中
に
紐
が
切
れ
て
札

が
２
枚
散
逸
し
た
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
紐
の
締
め
方
で
鳴
る
音
が
変
わ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
古
い
さ
さ
ら
は
昭
和
３
９
（
１
９
６
４
）
年
に
太
宰
府
天
満
宮

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
行
事
で
使
用
す
る
道
具
は
会
代
表
が
管
理
し
て
い
る
。

さ
さ
ら
は
稚
児
１
名
が
使
用
す
る
が
、
絵
画
資
料
に
よ
れ
ば
江
戸
時
代
ま
で
は

神
幸
祭
の
際
に
は
大
人
が
複
数
名
で
演
奏
し
て
い
た
。 

 

（
４
） 

扇
（
図
版
図
４
６
、
４
７
） 

 

稚
児
の
持
つ
扇
は
片
面
が
金
、
裏
面
が
銀
の
扇
子
を
用
い
て
い
る
。
長
さ3

0c
m

、

拡
げ
た
状
態
で
の
幅
は
５
５c

m

を
測
る
。
行
事
で
使
用
す
る
扇
は
会
代
表
が
管

理
し
て
い
る
。 

 

（
５
）
狩
衣
、
烏
帽
子
、
ゴ
ザ
袴
、
侍
烏
帽
子
（
図
版
図
３
４
～
３
９
） 

 

演
奏
者
は
山
吹
色
の
狩
衣
（
水
干
）
を
揃
っ
て
着
用
し
て
い
る
。
麻
材
が
用
い

ら
れ
、
袖
口
は
浅
緑
の
括
り
紐
が
通
っ
て
い
る
。
下
に
白
衣
を
頭
に
烏
帽
子
を

着
用
す
る
。 

 

稚
児
の
上
着
は
浅
紫
の
袍
で
、
袖
口
に
は
白
と
浅
紫
を
交
互
に
染
め
た
括
り

紐
が
通
っ
て
い
る
。
現
在
の
衣
装
は
平
成
２
５
年
以
降
の
も
の
で
、
そ
れ
以
前

の
袍
に
つ
い
て
は
聞
き
書
き
や
記
録
写
真
に
よ
れ
ば
別
の
梅
染
色
（
褐
色
、
昭

和
２
０
年
代
頃
）
、
山
吹
色
（
黄
橙
色
、
昭
和
４
０
年
代
～
平
成
）
、
浅
緑
色
（
平

成
５
年
頃
以
降
）
の
生
地
の
も
の
を
使
用
し
た
時
期
も
あ
る
。
袴
は
「
ゴ
ザ
バ
カ

マ
」
と
呼
ば
れ
る
白
い
大
口
袴
で
、
能
の
大
口
袴
と
同
じ
く
尻
か
ら
腰
の
位
置

に
尻
幅
よ
り
一
回
り
広
い
幅
の
布
地
（
上
着
の
左
右
後
見
頃
の
幅
で
「
大
口
厚

板
」
と
書
く
資
料
も
あ
り
。
後
ろ
の
布
地
の
下
に
ゴ
ザ
畳
で
使
用
さ
れ
る
上
敷

き
が
入
っ
て
い
る
）
を
、
尻
の
後
ろ
で
帆
を
張
る
よ
う
な
形
に
な
る
よ
う
緩
や

か
に
折
っ
た
も
の
を
纏
わ
せ
て
い
る
。
上
部
で
折
り
返
し
た
裏
側
に
は
布
の
折

り
返
し
の
立
ち
上
が
り
が
保
つ
よ
う
に
帯
紐
に
装
具
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
舞

の
装
束
の
た
め
衣
装
の
中
で
は
こ
の
部
位
の
損
耗
が
最
も
激
し
い
と
い
う
。
頭

に
は
侍
烏
帽
子
を
被
る
。 

履
物
は
全
員
白
足
袋
で
草
履
を
は
い
て
い
る
。
行
事
で
使
用
す
る
衣
装
類
は
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各
自
が
管
理
し
て
い
る
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
会
で
お

こ
な
っ
て
い
る
。 

 

（
６
）
面
（
図
版
図
５
８
、
５
９
） 

 

現
在
、
演
目
と
し
て
面
を
使
用
す
る
も
の
は
な
い
が
、
六
座
の
芸
の
幅
と
謡

と
し
て
の
「
竹
の
曲
」
の
背
景
を
、
後
の
第
７
章
第
３
節
で
考
察
す
る
た
め
こ
こ

で
紹
介
し
て
お
く
。
か
つ
て
六
座
に
は
木
彫
り
の
面
が
複
数
伝
え
ら
れ
て
来
た
。

面
の
詳
細
は
『
太
宰
府
市
史
民
俗
資
料
編
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て

い
る
。 

「
面
は
い
ず
れ
も
南
北
朝
か
ら
室
町
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
能
面
が
様
式
化

さ
れ
る
以
前
の
古
風
を
伝
え
る
も
の
で
、
女
面
二
面
、
坊
主
面
一
面
、
翁
面
一

面
、
熊
坂
面
一
面
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
各
面
に
は
作
者
と
思
わ
れ
る
墨
書
銘

が
あ
る
が
、
翁
面
に
あ
る
「
赤
子
大
夫
」
は
『
観
応
三
年(

一
三
五
二)

周
防
国
仁

平
寺
本
堂
供
養
日
記
』
中
に
み
え
る
猿
楽
者
赤
子
大
夫
と
同
一
人
物
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
熊
坂
面
は
箱
書
に
「
熊
坂
面
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
あ
た
る

も
の
と
想
定
し
て
い
る
が
、
能
面
の
小
癒
見
に
似
て
お
り
、
五
面
の
中
で
最
も

重
く
、
材
質
・
作
風
を
他
の
四
面
と
異
に
し
て
い
る
。
な
お
箱
は
、
天
明
元
（
１

７
８
１
）
年
六
月
に
元
禄
十
二
（
１
６
９
９
）
年
の
古
箱
の
と
お
り
、
銘
を
写
し

て
改
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
銘
の
中
に
「
ぎ
お
ん
講
」
と
あ
り
、
祇
園
社
と

そ
こ
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
六
座
の
能
と
の
関
わ
り
を
物
語
る
。
」 

 

箱
書
き
に
つ
い
て
は
『
太
宰
府
市
史
建
築
美
術
資
料
編
』
に
翻
刻
が
あ
る(

第

４
章
第
１
節
（
３
）
を
参
照)

。 

銘
文
に
は
六
座
に
は
も
と
八
面
あ
っ
た
が
元
禄
１
２
（
１
６
９
９
）
年
に
秋

月
黒
田
甲
斐
守
の
所
望
に
よ
り
翁
面
二
面
を
差
し
出
し
た
旨
が
書
か
れ
、
江
戸

時
代
以
前
に
は
演
目
に
合
わ
せ
複
数
の
面
が
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
。
六
座
文
書
に
あ
る
「
能
五
番
仕
上
」
に
通
じ
る
内
容
と
い
え
る
。 

こ
れ
ら
の
面
と
箱
は
「
六
座
の
面 

附 

納
入
箱
」
と
し
て
平
成
２
４
（
２
０
１

２
）
年
５
月
２
５
日
に
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
太
宰
府
天
満
宮
が
所

有
管
理
し
て
い
る
。 

 

第
７
章 

奏
法
と
舞 

第
１
節 

「
竹
の
は
や
し
」
の
曲
に
つ
い
て 

昭
和
２
７
年
の
国
の
無
形
文
化
財
に
選
定
さ
れ
た
時
に
は
「
竹
の
は
や
し
」

の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
は
や
し
」
の
文
字
は
文
献
に
よ
れ
ば
室
町
期
に

は
「
竹
の
林
」
、
江
戸
期
に
は
「
竹
之
囃
子
」「
竹
ノ
舞
」「
竹
之
ハ
ヤ
シ
」
と
記

載
さ
れ
、
明
治
期
以
降
は
「
竹
の
曲
」
の
文
字
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。「
曲
」
の

文
字
が
充
て
ら
れ
た
所
以
は
分
か
っ
て
い
な
い
。「
曲
」
は
「
く
せ
」
と
読
め
ば

「
曲く

せ

舞ま
い

」
と
い
う
中
世
芸
能
に
つ
な
が
る
が
、
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
竹
の
曲
」

の
曲
調
は
強
い
拍
で
展
開
す
る
「
曲
舞
」
と
は
異
な
り
、
一
定
の
ス
ロ
ー
な
テ
ン

ポ
で
演
奏
さ
れ
る
。
あ
え
て
言
え
ば
水
干
姿
、
大
口
袴
、
烏
帽
子
、
扇
、
稚
児
と

い
っ
た
舞
手
の
容
姿
と
神
前
で
の
舞
と
い
っ
た
要
素
は
「
曲
舞
」
と
類
似
す
る

と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。 

  

第
２
節 

締
太
鼓
と
横
笛
、
（
図
版
図
１
２
、
１
３
） 

締
太
鼓
は
短
い
撥
を
片
手
で
打
つ
打
ち
方
で
、
「
道
楽

み
ち
が
く

」
、
「
お
御
供

ご

く

上あ

げ
」
、
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「
さ
さ
ら
の
舞ま

い

」
の
い
ず
れ
の
曲
に
お
い
て
も
乱
れ
打
ち
な
ど
は
な
く
、
ゆ
っ

く
り
淡
々
と
一
拍
づ
つ
打
ち
続
け
る
奏
法
で
あ
る
。 

横
笛
の
奏
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
参
加
し
て
い
る
会
員
の
親
の
世
代
ま
で
は

口
で
の
指
南
で
「
オ
ー
」「
ヒ
ャ
ー
」「
ト
ー
」「
ロ
ー
」
等
の
言
葉
で
節
回
し
や

抑
揚
を
教
わ
っ
て
い
た
（
伝
統
的
な
口
唱
歌
法
）
。
非
常
に
感
覚
的
な
指
導
法
で

個
人
差
が
あ
り
、
な
か
な
か
習
得
す
る
に
は
苦
労
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
在
で
は
西
洋
音
階
を
援
用
し
た
練
習
を
合
同
で
一
斉
に
行
う
形
と
な
っ
て
演

奏
に
ま
と
ま
り
が
で
て
い
る
と
い
う
。
笛
の
練
習
で
は
龍
笛
の
低
い
音(

和 

わ
、

ふ
く
ら)

と
高
い
音(

責 

せ
め)

の
音
の
出
し
方
の
鍛
錬
を
下
敷
き
と
し
た
方
法

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
演
目
の
吹
奏
の
前
に
①
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ラ
ソ
フ
ァ

ミ
レ
ド
を
８
拍
づ
つ
吹
き
（
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
）
、
②
先
の
音
よ
り
１
オ
ク
タ
ー
ブ

高
い(

責 

せ
め
の)

ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ラ
ソ
フ
ァ
ミ
レ
ド
を
８
拍
づ
つ
吹
き
、

③
ド
レ
レ
ミ
ミ
フ
ァ
フ
ァ
ソ
ソ
ラ
ラ
シ
シ
ラ
ラ
ソ
ソ
フ
ァ
フ
ァ
ミ
ミ
レ
レ
ド
を

４
拍
づ
つ
、
④
低
い
ド
、
１
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い(

責 

せ
め
の)
ド
、
低
い(

和 

ふ

く
ら
の)

レ
、
高
い
レ
、
低
い
ミ
、
高
い
ミ
、
低
い
フ
ァ
、
高
い
フ
ァ
、
低
い
ソ
、

高
い
ソ
、
低
い
ラ
、
高
い
ラ
、
低
い
シ
、
高
い
シ
、
低
い
ラ
ラ
、
低
い
ソ
、
高
い

ソ
、
低
い
フ
ァ
、
高
い
フ
ァ
、
低
い
ミ
、
高
い
ミ
、
低
い
レ
、
高
い
レ
、
低
い
ド
、

高
い
ド
を
４
拍
づ
つ
、
と
い
う
音
の
鍛
錬
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
吹
く
力
を
付

け
、
音
を
安
定
し
て
出
す
た
め
に
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
の
奏
法
を
繰
り
返
す
。 

保
存
会
で
は
演
奏
す
る
曲
を
曲
中
の
無
演
奏
の
間
で
区
切
り
、
順
番
で
便
宜

的
に
１
番
、
２
番
と
呼
称
し
て
練
習
し
て
い
る
。
曲
は
「
道
楽
」
が
１
番
か
ら
５

番
の
演
奏
か
ら
な
り
、
「
さ
さ
ら
の
舞
」
は
１
か
ら
３
番
の
演
奏
後
に
「
道
楽
」

の
１
番
か
ら
５
番
を
演
奏
し
て
一
つ
の
曲
と
し
て
い
る
。「
お
御
供
上
げ
」
は
１

番
か
ら
９
番
の
演
奏
か
ら
な
る
。
保
存
会
で
は
曲
ご
と
の
指
運
び
に
よ
る
譜
面

（
運
指
表
）
を
図
化
し
（
図
版
図
１
２
、
１
３
）
、
練
習
で
使
用
し
て
い
る
。 

  

第
３
節 

舞 

 

「
さ
さ
ら
の
舞
」
と
「
扇
の
舞
」
の
二
つ
を
連
続
し
て
太
宰
府
天
満
宮
の
神
幸

祭
の
最
後
の
次
第
と
し
て
毎
年
奉
納
し
て
い
る
。
稚
児
が
一
人
で
約
畳
二
畳
分

の
空
間
で
舞
う
も
の
で
、「
さ
さ
ら
の
舞
」
は
鼓
太
鼓
と
横
笛
の
伴
奏
に
合
わ
せ

て
さ
さ
ら
を
鳴
ら
し
つ
つ
舞
い
、
「
扇
の
舞
」
は
舞
手
の
稚
児
が
謡
「
竹
の
曲
」

に
あ
わ
せ
て
扇
を
持
っ
て
舞
う
形
を
と
る
。「
さ
さ
ら
の
舞
」
は
曲
調
が
ゆ
っ
た

り
し
た
一
拍
ず
つ
の
調
子
の
た
め
、
舞
も
神
能
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
し
て
お
り
、

飛
び
跳
ね
る
よ
う
な
動
作
は
な
く
、
拍
に
合
わ
せ
さ
さ
ら
を
一
拍
ず
つ
な
ら
し
、

足
も
一
歩
ず
つ
出
し
た
り
後
退
さ
せ
る
。 

 

令
和
４
年
１
０
月
２
２
日
の
神
幸
祭
の
本
殿
前
の
奉
納
で
は
、
本
殿
前
の
石

畳
に
御
座
を
敷
い
て
奉
納
し
た
。
年
に
よ
っ
て
本
殿
正
面
の
庇
内
や
殿
上
で
奉

納
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
撮
影
用
に
照
明
を
当
て
た
が
、
本
来
は
灯
火
を
暗
い

状
態
に
し
て
上
演
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
１
） 

「
さ
さ
ら
の
舞
」（
図
版
図
３
～
６
、
１
１
） 

 

保
存
会
で
は
曲
中
の
無
演
奏
の
間
で
区
切
り
、
順
番
で
便
宜
的
に
１
番
、
２

番
と
呼
称
し
て
い
る
。 

「
さ
さ
ら
の
舞
」
は
８
番
か
ら
な
り
、
畳
二
畳
ほ
ど
の
空
間
で
正
方
向
、
斜
方

向
、
横
位
、
逆
正
方
向
の
動
き
で
、
最
後
は
始
点
に
戻
る
動
き
を
取
る
。
楽
器
は
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締
太
鼓
と
横
笛
の
み
で
謡
は
伴
わ
な
い
。 

１
番
は
正
面
正
中
の
位
置
か
ら
正
方
位
（
正
面
方
向
）
に
押
し
出
し
て
後
ず

さ
り
し
て
戻
る
動
き
を
と
る
。
さ
さ
ら
は
始
点
で
太
鼓
に
遅
れ
て
さ
さ
ら
を
１

つ
ず
つ
鳴
ら
し
、
次
の
拍
で
一
歩
進
め
、
４
つ
目
と
５
つ
目
は
歩
ま
ず
止
ま
っ

て
鳴
ら
し
、
６
つ
目
か
ら
歩
を
後
退
さ
せ
る
。 

２
番
は
左
斜
位
に
押
し
出
し
て
始
点
に
戻
る
動
き
を
と
る
。
さ
さ
ら
は
１
番

に
同
じ
。 

３
番
は
右
斜
位
に
押
し
出
し
て
始
点
に
戻
る
動
き
を
と
る
。
さ
さ
ら
は
１
番

に
同
じ
。 

４
番
は
反
時
計
回
り
に
外
周
を
回
り
１
時
の
位
置
に
移
動
し
左
横
を
向
く
。

さ
さ
ら
は
太
鼓
に
遅
れ
て
１
つ
ず
つ
鳴
ら
し
、
足
は
鳴
ら
し
た
後
で
進
め
る
。 

５
番
は
時
計
の
１
時
方
向
（
説
明
上
の
便
宜
的
な
表
現
。
以
下
同
じ
。
）
の
位

置
か
ら
正
面
を
横
切
っ
て
１
０
時
方
向
の
位
置
に
移
動
し
正
面
に
背
を
向
け
る
。

さ
さ
ら
と
歩
は
以
前
に
同
じ
。 

６
番
は
１
０
時
方
向
の
位
置
か
ら
９
時
方
向
の
位
置
に
移
動
し
正
面
右
を
向

く
。
さ
さ
ら
と
歩
は
以
前
に
同
じ
。 

７
番
は
６
番
最
後
の
位
置
か
ら
始
点
に
戻
り
正
面
を
向
く
。
さ
さ
ら
と
歩
は

以
前
に
同
じ
。 

 

８
番
は
１
番
と
同
じ
動
き
で
始
点
に
戻
り
終
了
す
る
。
さ
さ
ら
は
１
番
に
同

じ
で
、
最
後
に
戻
っ
た
６
つ
目
の
歩
で
２
回
鳴
ら
す
。 

 

（
２
） 

「
扇
の
舞
」（
図
版
図
７
～
１
１
） 

「
扇
の
舞
」
は
３
番
か
ら
な
り
、
笛
太
鼓
を
伴
わ
ず
謡
の
み
で
お
こ
な
う
。
各

番
の
冒
頭
に
舞
手
で
あ
る
稚
児
の
独
唱
が
入
る
。 

１
番
は
舞
手
が
始
点
で
両
手
を
横
に
広
げ
て
独
唱
す
る
。「
し
ゃ
く
そ
ん
せ
っ

ぽ
う
の
い
に
し
え
は
ー
」
で
右
足
か
ら
反
時
計
回
り
で
約
畳

1

畳
の
範
囲
を
周

回
す
る
。「
し
ん
の
し
ち
け
ん
」
」
で
左
に
折
れ
、「
ち
く
り
ん
せ
い
し
」
で
左
に

折
れ
、「
は
や
せ
し
」
で
左
に
折
れ
始
点
に
戻
る
。「
も
ろ
び
と
」
で
正
面
左
斜
位

を
向
き
右
足
を
一
歩
下
げ
、
平
行
に
上
げ
た
腕
の
う
ち
扇
を
持
つ
右
手
を
左
手

に
添
え
て
弓
に
矢
を
つ
が
え
る
よ
う
な
所
作
を
し
て
、
右
足
か
ら
３
歩
進
ん
で

２
歩
後
退
し
て
足
を
そ
ろ
え
る
。「
い
つ
と
な
く
」
で
左
手
は
横
の
ま
ま
右
手
の

畳
ん
だ
扇
で
前
か
が
み
し
て
し
ゃ
が
み
な
が
ら
、
水
を
柄
杓
で
く
み
取
る
よ
う

な
所
作
を
す
る
。 

２
番
は
扇
を
拡
げ
、
左
手
は
横
の
ま
ま
、
右
手
で
扇
の
右
端
を
つ
ま
ん
で9

0

度
傾
け
、
正
面
に
対
し
て
顔
を
隠
す
よ
う
な
所
作
を
し
て
「
も
う
せ
ど
も
さ
だ

め
ず
な
が
め
つ
つ
」
と
独
唱
す
る
。
「
つ
つ
」
の
時
に
右
足
を
右
後
ろ
に
引
き
、

扇
で
円
を
描
く
よ
う
に
後
ろ
に
引
い
て
真
後
ろ
で
扇
を
返
し
、
左
手
の
と
こ
ろ

ま
で
戻
す
。
こ
の
時
、
左
手
は
弓
を
握
る
よ
う
な
こ
ぶ
し
の
形
で
腕
を
伸
ば
し

て
い
る
。
左
手
を
伸
ば
し
た
ま
ま
左
斜
め
前
に
右
足
か
ら
３
歩
進
み
、
２
歩
さ

が
る
。
こ
の
時
、
右
手
の
扇
は
要
を
持
っ
て
胸
の
前
で
構
え
る
。
右
足
を
一
歩
後

退
さ
せ
、
次
に
左
斜
め
前
に
右
足
で
大
き
く
踏
み
出
し
、
次
に
左
足
も
踏
み
出

す
。「
た
ま
ら
ぬ
」
で
左
、
右
の
順
で
腕
を
拡
げ
、「
た
ま
ざ
さ
の
」
で
腰
を
折
り

な
が
ら
頭
も
下
げ
て
扇
を
大
き
く
腕
ご
と
仰
ぐ
よ
う
な
仕
草
を
す
る
。「
さ
え
だ
」

で
大
き
く
足
を
拡
げ
、
手
を
横
に
広
げ
た
ま
ま
扇
を
右
後
ろ
で
下
に
下
げ
る
所

作
を
な
し
、
地
面
の
上
に
落
ち
た
扇
の
表
裏
を
入
れ
替
え
て
、
地
を
這
わ
す
よ

う
に
正
面
方
向
に
移
動
さ
せ
、
腰
を
伸
ば
し
て
正
面
を
向
き
左
手
を
横
に
、
扇
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を
胸
の
前
で
地
面
と
水
平
に
な
る
形
で
構
え
る
。「
つ
き
か
げ
の
」
で
扇
を
構
え

た
ま
ま
２
歩
前
に
進
む
。「
は
に
を
」
か
ら
４
歩
で
正
面
に
進
み
、
４
歩
目
で
右

に
９
０
度
折
れ
て
、「
う
つ
ろ
え
て
」
で
４
歩
進
み
、
４
歩
目
で
右
に
９
０
度
折

れ
始
点
を
向
く
。
４
歩
進
み
、「
ひ
か
り
こ
そ
」
の
４
歩
目
で
両
手
を
横
に
広
げ

て
右
手
の
扇
を
上
に
立
て
る
。
こ
の
時
、
体
を
右
回
り
で
反
転
さ
せ
正
面
を
向

く
。
こ
の
時
つ
ま
先
を
付
け
、
踵
を
浮
か
せ
て
体
を
回
す
。「
せ
ん
し
ゅ
う
ば
ん

せ
い
」
の
間
に
４
歩
進
み
、
４
歩
目
で
右
に
９
０
度
折
れ
る
。
「
お
ぼ
え
た
り
」

で
４
歩
進
み
、
４
歩
目
で
右
に
９
０
度
折
れ
正
面
に
背
を
向
け
る
。「
し
ち
く
の

し
ら
べ
」
で
４
歩
進
み
、
４
歩
目
で
右
に
９
０
度
折
れ
、「
た
え
に
し
て
」
で
と

ど
ま
り
、「
よ
ろ
ず
の
」
で
右
足
を
一
歩
斜
め
後
ろ
に
引
い
て
、
拡
げ
た
両
手
の

扇
を
持
つ
右
手
で
弓
に
矢
を
つ
が
え
る
よ
う
な
所
作
を
す
る
。「
こ
え
を
」
で
扇

を
翻
し
て
縦
に
胸
元
で
構
え
る
。「
と
と
の
ゆ
る
」
で
右
足
か
ら
３
歩
進
み
２
歩

下
が
っ
て
足
を
そ
ろ
え
、
左
手
、
右
手
の
順
で
腕
を
横
に
開
き
、
腰
を
折
っ
て
頭

を
下
げ
、
扇
を
後
ろ
か
ら
弧
を
描
い
て
仰
ぐ
よ
う
な
仕
草
を
し
、
上
体
を
建
て

る
と
同
時
に
扇
を
翻
し
て
要
を
持
ち
、
胸
元
で
扇
の
親
骨
の
横
を
つ
ま
ん
で
縦

に
（
扇
の
正
面
裏
面
が
横
を
向
く
位
置
で
）
構
え
る
。 

３
番
は
構
え
た
ま
ま
「
げ
に
も
め
で
た
く
お
ぼ
ゆ
る
」
と
謡
い
、「
は
ー
」
で

右
足
を
斜
め
後
ろ
に
１
歩
引
き
、
扇
親
骨
の
横
を
つ
ま
ん
だ
ま
ま
前
か
ら
弧
を

描
い
て
頭
上
を
通
し
た
後
、
後
ろ
か
ら
前
へ
弓
に
矢
を
つ
が
え
る
よ
う
な
所
作

を
し
て
扇
を
抱
え
込
む
よ
う
に
胸
元
に
構
え
る
。「
な
に
よ
り
も
」
で
左
斜
め
前

に
右
足
か
ら
３
歩
進
み
２
歩
下
が
っ
て
足
を
そ
ろ
え
る
。「
あ
ま
ね
く
」
で
左
手
、

右
手
の
順
で
腕
を
横
に
開
き
、
扇
の
要
を
持
っ
て
腰
を
折
っ
て
頭
を
下
げ
、
扇

を
後
ろ
か
ら
弧
を
描
い
て
仰
ぐ
よ
う
な
仕
草
を
す
る
。
そ
の
流
れ
で
右
足
を
１

歩
右
後
ろ
に
引
き
、
扇
に
目
線
を
合
わ
せ
た
ま
ま
両
手
を
広
げ
て
扇
を
右
後
ろ

に
下
ろ
し
、
腰
を
折
っ
た
ま
ま
地
面
す
れ
す
れ
で
扇
を
翻
し
て
、
円
弧
を
描
い

て
水
面
を
す
べ
ら
す
よ
う
に
扇
を
正
面
に
や
り
、「
も
ろ
び
と
に
」
で
左
手
を
横
、

右
手
は
扇
の
要
を
持
っ
て
地
面
に
水
平
に
構
え
、
右
足
か
ら
４
歩
進
ん
で
右
に

折
れ
、「
な
ん
ぼ
く
に
」
で
３
歩
進
み
４
歩
目
の
右
足
で
右
に
折
れ
正
面
に
背
を

向
け
、「
う
え
お
き
て
」
で
３
歩
進
み
４
歩
目
の
「
な
が
め
ば
や
」
で
両
手
を
広

げ
た
ま
ま
１
８
０
度
右
回
り
で
正
面
を
向
く
。
こ
の
時
つ
ま
先
を
付
け
、
踵
を

浮
か
せ
て
体
を
回
す
。
３
歩
進
み
４
歩
目
の
右
足
で
右
に
折
れ
、
「
へ
い
や
の
」

か
ら
の
１
０
歩
目
の
右
足
で
右
に
折
れ
正
面
に
背
を
向
け
、
「
た
い
へ
い
ら
く
」

か
ら
の
６
歩
目
の
「
よ
ろ
こ
び
は
」
で
左
に
折
れ
、
４
歩
目
で
正
面
に
戻
り
、「
し

ょ
う
に
よ
り
」
で
右
足
を
斜
め
後
ろ
に
一
歩
下
げ
て
扇
親
骨
の
横
を
つ
ま
み
、

後
ろ
か
ら
前
へ
弓
に
矢
を
つ
が
え
る
よ
う
な
所
作
を
し
、
扇
を
抱
え
込
む
よ
う

に
胸
元
に
構
え
る
。
３
歩
進
ん
で
２
歩
下
が
っ
て
足
を
そ
ろ
え
、
左
、
右
の
順
で

腕
を
横
に
広
げ
「
い
つ
も
み
ど
り
の
」
で
正
面
を
向
い
た
ま
ま
ふ
り
か
ぶ
っ
て

扇
で
弧
を
描
く
よ
う
に
地
面
に
下
げ
、
扇
を
胸
元
に
戻
し
て
「
た
け
の
は
や
し
」

で
扇
を
胸
の
正
面
で
構
え
、
正
面
方
向
に
押
し
畳
ん
で
両
手
で
腰
の
前
に
持
ち
、

舞
を
終
わ
ら
せ
一
礼
す
る
。 

  

第
４
節 

謡
「
竹
の
曲
」 

 

謡
の
歌
詞
は
口
伝
え
で
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
、
昭
和
２
７
（
１
９
５
２
）
年

の
国
の
文
化
財
選
定
に
際
し
て
文
字
に
起
こ
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
語
彙
が
不

明
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
解
明
は
進
ん
で
い

な
い
。「
千
秋
万
歳
」
な
ど
の
語
が
織
り
込
ま
れ
た
祝
儀
の
小
謡
で
あ
り
、
吉
祥
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の
松
竹
梅
の
う
ち
の
竹
が
主
題
に
な
っ
て
い
る
。
竹
林
の
美
し
い
風
情
に
仏
教

流
布
の
要
素
が
加
え
ら
れ
、
時
の
移
ろ
い
の
中
で
も
緑
の
竹
林
が
あ
り
続
く
こ

と
の
目
出
度
さ
を
う
た
っ
て
い
る
。 

 

歌
詞
の
要
素
の
う
ち
「
呉
竹
」「
七
賢
」「
月
影
」「
竹
を
植
え
」
な
ど
の
要
素

は
室
町
期
の
藤
原
高
清
編
『
公
武
歌
合
』（
『
群
書
類
従
』
巻
第
二
百
十
四
和
歌
部

六
十
九
歌
合
三
十
五
）
に
あ
る
和
歌
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。 

 

十
七
番 

月
下
竹 

右 

俊
通 

植
を
き
て
月
に
そ
契
る
秋
の
よ
の
千
夜
を
一
夜
の
そ
の
々
く
れ
竹 

二
十
一
番 

左 

親
長
卿 

呉
竹
の
か
け
ま
て
袖
に
う
つ
る
也
ま
と
の
む
か
ひ
に
月
め
く
る
ら
し 

右 

長
貞
宿
祢 

世
々
を
ふ
る
竹
の
末
葉
に
す
む
月
や
と
よ
ら
の
宮
の
古
の
か
け 

二
十
二
番 

左 

季
通
卿 

我
友
と
み
し
も
わ
す
れ
て
月
影
の
さ
は
れ
は
い
と
ふ
軒
の
呉
竹 

右 

則
途 

月
を
よ
も
か
く
ろ
へ
と
て
は
植
を
か
し
か
し
こ
く
す
み
し
竹
の
林
に 

 

左
申
云
。
七
賢
も
自
然
竹
の
林
に
す
み
侍
る
か
。
あ
な
か
ち
う
へ
侍
ら

し
。 二

十
三
番 

左 

清
房 

く
れ
竹
の
か
は
ら
ぬ
色
に
を
／
＼
露
の
光
を
受
け
て
や
と
る
月
か
な 

（
※
引
用
の
途
中
の
判
詞
等
一
部
略
す
） 

 

竹
林
の
美
し
い
風
情
を
織
り
込
ん
だ
「
竹
の
曲
」
の
歌
詞
に
は
、
室
町
期
の
和

歌
の
竹
林
に
対
す
る
世
界
観
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
思
わ
れ
、
作
者
の
文

学
的
な
背
景
が
垣
間
見
え
る
。 

「
竹
林
」
と
「
七
賢
」
、
仏
教
流
布
の
要
素
は
室
町
時
代
の
世
阿
弥
作
の
謡
曲

『
竹
雪
』
の
歌
詞
に
も
見
ら
れ
る
。 

「
竹
林
の
七
賢
竹
故
消
ゆ
る
み
ど
り
子
を
。
二
度
か
へ
す
な
り
と
。 

告
げ
給
ふ
御
声
よ
り
。
月
若
生
き
返
り
悦
び
は
日
々
に
す
ふ
。 

か
く
て
親
子
に
あ
ひ
た
け
の
。
／
＼
。
世
を
ふ
る
郷
を
あ
ら
た
ま
ね
て
。 

佛
法
流
布
の
寺
と
な
し
。
佛
種
の
縁
と
な
り
に
け
り
。 

二
世
安
楽
の
縁
深
き
。
親
子
の
道
ぞ
有
難
き
／
＼
。
」 

同
じ
世
阿
弥
作
の
謡
曲
「
老
松
」
は
筑
紫
安
楽
寺
（
現
太
宰
府
天
満
宮
）
に
都

の
梅
津
某
が
訪
れ
て
展
開
す
る
物
語
で
、
吉
祥
の
松
と
梅
が
主
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
世
後
期
に
成
立
し
た
筑
後
高
良
玉
垂
宮
の
『
高
良
玉
垂

宮
神
秘
書
』
に
よ
れ
ば
、
梅
は
大
唐
（
中
国
）
、
松
は
日
本
、
竹
は
天
竺
を
指
す

と
さ
れ
「
タ
ウ
ト
テ
ン
チ
ク
、
我
チ
ウ
ヲ 

ヨ
セ
タ
モ
ウ
、
三
国
フ
サ
ウ
ノ
心
モ

ア
リ
（
唐
と
天
竺
、
我
朝
を
寄
せ
た
も
う
、
三
国
扶
桑
の
心
も
あ
り
）
」
と
し
て

三
位
一
体
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
謡
曲
『
竹
雪
』
と
同
様
に
竹
は
天

竺
＝
仏
教
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
お
の
ず
と
「
釈
尊
説
法
の
」

で
始
ま
り
竹
を
主
題
と
し
た
「
竹
の
曲
」
の
歌
詞
の
背
景
が
見
て
取
れ
る
。
謡
曲

『
竹
雪
』
の
「
七
賢
」
と
「
竹
」
は
枕
詞
の
よ
う
な
関
係
で
使
わ
れ
て
お
り
、「
七

賢
」
は
意
味
と
し
て
歌
の
物
語
に
係
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
も
「
竹
の
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曲
」
と
共
通
し
て
い
る
。 

六
座
は
「
翁
面
」
を
含
む
中
世
の
複
数
の
面
を
所
有
し
、
美
麗
役
と
係
わ
り
な

が
ら
能
五
番
を
上
演
し
て
い
た
。「
竹
の
曲
」
は
か
つ
て
能
の
形
が
定
型
化
す
る

以
前
の
複
数
の
寿
ぎ
の
演
目
の
一
つ
と
し
て
、「
老
松
」
な
ど
と
共
に
安
楽
寺
天

満
宮
の
社
頭
で
上
演
さ
れ
て
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。 

稚
児
の
独
唱
は
抑
揚
が
な
い
や
や
甲
高
い
口
上
風
で
、
そ
の
他
楽
人
が
謡
う

部
分
は
祝
儀
の
曲
で
あ
り
、
抑
揚
は
あ
る
が
拍
節
は
な
く
、
た
お
や
か
な
曲
調

で
あ
る
。 

 

口
伝
え
で
謡
わ
れ
て
い
る
言
葉
通
り
の
歌
詞
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
あ

え
て
漢
字
を
カ
タ
カ
ナ
で
の
表
記
に
し
て
い
る
（
釈
文
は
第
４
章
第
１
節
（
４
）

を
参
照
）
。
昭
和
２
７
年
の
記
録
時
の
歌
詞
と
異
な
る
部
分
は
、
以
前
の
発
音
を

カ
ッ
コ
内
に
表
記
し
て
い
る
。
１
番
か
ら
３
番
は
保
存
会
が
便
宜
的
に
練
習
で

使
用
し
て
い
る
曲
の
区
分
を
示
し
て
い
る
。 

１
番 

【
稚
児
独
唱
】 

シ
ャ
ク
ソ
ン
セ
ッ
ポ
ウ
の
イ
ニ
シ
エ
は 

【
楽
入
一
同
】 

タ
ケ
の
ハ
ヤ
シ
に
テ
ラ
を
タ
て 

シ
ン
の
シ
チ
ケ
ン
と 

い
ひ
し
ヒ
ト 

チ
ク
リ
ン
セ
イ
シ 

シ
ス
マ
ン
セ
イ
シ 

タ
ケ
を 

ハ
ヤ
せ
し
モ
ロ
ビ
ト
の 

ナ
オ
ヨ
ヨ
は
フ
れ
ど 

い
つ
と
な
く 

２
番 

【
稚
児
独
唱
】 

モ
ウ
せ
ど
も
サ
ダ
め
ず
ナ
ガ
め
つ
つ 

【
楽
入
一
同
】 

ア
ラ
ワ
レ
（
ア
ラ
レ
※
）
た
ま
ら
ぬ
タ
マ
ザ
サ
に 

サ
エ
ダ
モ
リ
（
モ
レ
※
）
く

る
ツ
キ
カ
ゲ
の 

（
ツ
キ
カ
ゲ
に
※
） 

ハ
ニ
ヲ
ー
ウ
（
ハ
ニ
オ
ク
※
）
ツ
ユ
に
う
つ
ろ
え
（
う
つ
ろ
ひ
※
）
て 

ツ
ユ
ヲ

ミ
ガ
け
る
ヒ
カ
リ
こ
そ 

セ
ン
シ
ュ
バ
ン
ゼ
イ
と
オ
ボ
え
た
り 

シ
チ
ク
の
シ
ラ
ベ
タ
エ
に
し
て 

ヨ
ロ
ヅ
の
コ
エ
を
と
と
の
ゆ
る 

３
番 

【
稚
児
独
唱
】 

ゲ
に
も
メ
デ
タ
く
オ
ボ
ユ
る
は 

【
楽
入
一
同
】 

ナ
ニ
よ
り
も 

ナ
ニ
よ
り
も 

あ
ま
ね
く
る
（
ア
マ
ネ
ク
※
）
モ
ロ
ビ
ト
に 

イ
チ
グ
ナ
ン
ボ
ク
に 

ク
レ
タ
ケ
を
ウ
え
オ
キ
き
て 

ナ
ガ
め
ば
や 

ナ
ガ
め
ば
や 

ヘ
イ
ヤ
の
フ
エ
に
よ
り
シ
ョ
ウ
に
よ
り 

ワ
レ
も
ヒ
ト
も
オ
シ
ナ
め 

タ
イ
ヘ
イ
ラ
ク
を
フ
き
ナ
ラ
し 

ヨ
ロ
コ
ビ
は
コ
レ
れ
を
し
て
（
コ
レ
と
し
て
※
） 

オ
モ
う
ヒ
ト
に
よ
り 

タ
ケ
の
い
つ
も
ミ
ド
リ
の
イ
ロ
ハ
え
て 

チ
ヨ
を
カ
サ
ね
て
タ
ケ
の
ハ
ヤ
シ 

（
※
は
昭
和
２
７
年
の
記
録
時
の
歌
詞
） 

 
第
８
章 

ま
と
め 

 

第
４
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
竹
の
曲
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
の
価
値
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に
つ
い
て
は
筑
紫
豊
氏
が
指
摘
し
た
「
元
は
筑
後
玉
垂
宮
の
梅
津
家
と
の
関
係

か
ら
六
座
の
連
中
が
能
や
美
麗
田
楽
を
習
得
し
、
そ
れ
が
伝
承
さ
れ
て
今
日
に

及
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
竹
の
曲
で
の
「
さ
さ
ら
」
の
使
用
も
そ
の
時
代
を

降
ら
な
い
も
の
で
、
歌
詞
も
中
世
の
古
風
を
保
っ
て
お
り
、
筑
後
玉
垂
宮
の
梅

津
家(

美
麗)
伝
来
の
田
楽
が
戦
後
間
も
な
く
す
で
に
ま
っ
た
く
滅
亡
し
て
い
る

中
で
、
古
典
的
な
伝
統
の
護
持
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
大
い
に
意
義
深
い
も
の
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。「
竹
の
曲
」
が
日
本
の
芸
能
史
に
お
い
て
希
少
と

な
っ
た
中
世
の
田
楽
の
要
素
を
今
な
お
色
濃
く
残
し
て
お
り
、
そ
れ
が
毎
年
お

こ
な
わ
れ
る
太
宰
府
天
満
宮
の
秋
の
神
幸
祭
に
お
い
て
、
天
満
宮
門
前
町
か
ら

榎
社
の
間
の
天
満
宮
参
道
や
「
ど
ん
か
ん
み
ち
」
と
い
っ
た
歴
史
的
な
ま
ち
な

み
を
練
り
歩
く
間
に
演
奏
さ
れ
、
神
社
境
内
に
お
い
て
も
近
世
以
来
続
く
場
所

と
方
法
で
上
演
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
今
に
生
き
る
都
市
祭
礼
と
し
て
の
中
世

の
芸
能
と
い
え
る
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
で
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。 

 

参
考
文
献 

竹
の
曲
の
文
化
財
指
定
関
係
の
公
文
書
に
つ
い
て
太
宰
府
市
公
文
書
館
、
福

岡
県
文
化
財
保
護
課
が
保
管
す
る
簿
冊
類
が
あ
る
。
太
宰
府
市
公
文
書
館
分
に

つ
い
て
は
同
館
が
刊
行
し
た
紀
要
に
竹
の
曲
に
関
す
る
資
料
の
リ
ス
ト
が
２
０

２
１
年
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
公
文
書
館
分
の
資
料
に
は
昭
和
２
７
年
に
国
に

よ
る
選
定
が
行
わ
れ
た
際
の
太
宰
府
町
の
簿
冊
が
あ
り
、
下
浦
奏
著
の
ガ
リ
版

刷
り
の
資
料
に
は
往
時
の
聞
き
書
き
や
道
具
類
、
装
束
な
ど
の
調
査
記
録
が
見

ら
れ
る
。 

 

「
目
録
旧
社
会
教
育
課
永
年
文
書
細
目
録
」『
年
報
太
宰
府
学
』
第
１
５
号
２
０

２
１
年
太
宰
府
市
公
文
書
館 

下
浦
奏
『
無
形
文
化
財
指
定 

太
宰
府
天
満
宮
・
竹
曲
』
昭
和
２
７
（
１
９
５
２
）

年 

川
井
清
敏
編
集 

筑
紫
豊
「
神
幸
祭
と
「
竹
の
曲
」
」（
『
菅
原
道
真
と
太
宰
府
天
満
宮
』
１
９
７
５

年
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
編
） 

永
井
彰
子
「
美
麗
一
族 

竹
の
曲
と
神
事
能
」『
天
神
さ
ま
と
二
十
五
人
』
２
０

０
２
年
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所 

『
図
録
太
宰
府
天
満
宮
』
昭
和
５
１
年
太
宰
府
天
満
宮 

『
太
宰
府
市
史
民
俗
資
料
編
』
１
９
９
３
年
太
宰
府
市 

『
太
宰
府
市
史
近
世
資
料
編
』
１
９
９
６
年
太
宰
府
市 

『
太
宰
府
市
史
建
築
美
術
資
料
編
』
１
９
９
８
年
太
宰
府
市 

 

付
記 

  

本
報
告
を
執
筆
し
記
録
映
像
を
撮
影
・
編
集
す
る
に
当
り
、
下
記
の
個
人
、
団

体
よ
り
取
材
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
ご
指
導
・
ご
教
示
や
情
報
の
提
供
を
受
け

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

太
宰
府
天
満
宮
、
竹
の
曲
保
存
会
、
福
岡
県
文
化
財
保
護
課
、
太
宰
府
市
公
文

書
館
、
森
弘
子
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
依
里
、
高
橋
史
子
（
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研

究
所
）
、
柳
智
子
、
荒
川
真
希
（
福
岡
市
文
化
財
活
用
課
）
（
敬
称
略
す
） 
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・
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始点

終点

1235 46

5 番

6 番
始点

正面

正面

終点

1

2

3

ささらの舞

図 5　ささらの舞の演技　5番、6 番



榎社
（頓宮）

五条

●浮殿

本殿●

安行社●

●大宰府政庁跡
（秋思祭）

参道
定遠館●

大町

新町

横町

鼓石

金掛梅

血気持ち様

博多湾

太宰府天満宮●10km0

図 1　太宰府天満宮の位置と神幸祭のルート（地図は国土地理院の電子地図を使用）

太宰府天満宮

合い物屋　古川家
金屋　平井家

小間物屋　安武家
紺屋　船越家

米屋　古川家

鍛冶屋　斎藤家

五条交差点

「どんかんみち」

横町

図 2　大野城太宰府旧蹟全図北（江戸後期）の五条部分と六座の在所
（図は太宰府市指定有形文化財 木村敏美氏所蔵）

五条交差点



●

4

正面

3

2

1

6 5

ささらの舞

笛が鳴り太鼓の音に合いの手を入れるようにササラを鳴らして前進する。

4 は歩を進めない。5，6 で始点に戻る。

1 番

２番
正面

左斜め前に進む。所作は 1番と同じ。

※数字はササラを鳴らす位置

行きは黒の足、戻りは白抜き

図 3　ささらの舞の演技　1番、2 番



正面

右斜め前に進む。

所作は 1 番と同じ。

3 番

4 番

始点

終点

1

2

3

4

5

6

右横向きから 1～ 2に進み最後に左横を向く

ささらの舞

図 4　ささらの舞の演技　3番、4 番



7 番

始点

正面

終点

1 2 3

正面

8 番

7 8

終点
始点

中央に向かって進む。３で鳴らした後に足をそろえて終点へ。

●

4

3

2

1
6 5

ささらの舞

図 6　ささらの舞の演技　7番、8 番



「しゃくそん」

「たけの」

「てらを」

「しんの」

「ちくりん」

「たけを」

「なおよよ」

「はやせし」

「もろびと」

「これぞ」

「いつとな」

1

3 2
4

5

6

7

8 9

10

11
「くぅ」

0

0

終点

始点

正面

正面

扇の舞

1 番

図 7　扇の舞の演技　1番

※ 数字は便宜的に付けた足の位置（歩を進める順番）



正面

始点 1

｢もうせ」

「つつぅ」

● 「あらわれ」

「たまら」

0

2
3

4

5

6

「ぬぅ」

●

7

「たまざさ」

「に」

8

「はにを」

「うつろえ」

「てえ」

「ひかりこそ」

9

10

11

12

●

「よろずのこえを」

「ばんぜいと」

13

14

15

16

●●

17

●17

「ととの」

「ゆるぅ」

18

19

20

21

22 23

●

22
23

24

25

始点

始点 始点

正面

正面 正面

扇の舞
2 番

図 8　扇の舞の演技　2番



正面

始点

正面

終点

●

「げにもめでたく」
1

23

4

56

「ないよりも」

7
「あまねく」

8

●
9 「もろびと」

「なんぼくに」
「うえおきて」

踵を上げ

つま先で回る

「ながめば」

「やぁ」

10

11

12

12

「ながめば」

「へいやの」

「たいへいらく」

「よろこびは」 13

14

3 番

「たけの」

扇の舞

図 9　扇の舞の演技　3番



正面

終点
14

15

16

3 番

「たけの」

「いつも」

17

「みどりの」

正面

終点

17

18

19 20

21

22

「みどりの」

「いろはえ」

「てぇ」

「ちよをかさねて」

「たけのはやし」

扇の舞

図 10　扇の舞の演技　3番



ささらの舞

扇の舞

01　しゃくそん 02　なおよよは 03 ふれど 04 いつとなく 05 もうせども 07 あられ

08 たまざさ 09 さえだ  10 もりくる 11 つきかげの 13 せんしゅう 14 よろずの

15 こえを 16 ととのゆる 17 げにもめでたく 18 おぼゆるは 19 なによりも 20 あまね 21 く

22 もろびと 23 いじく 24 うえおきて 25 ながめばや 26 たいへいらくを 27 おもうひとを

28 みどりの  29 はえて 30 かさねて 31 たけの 32 はやし 33 終了 34 礼

01　1 番 02　2 番 03　3 番 04　5 番 05　6 番 06　8 番

図 11 「ささらの舞」「扇の舞」の稚児の動きと型



①
　曲の始まりは太鼓から。太鼓の 3 拍目で笛を吹き始める。
　笛の切り替えは太鼓の 2 拍目でおこなう。
　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　オー
太鼓 2 拍目　2　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー
太鼓 2 拍目ｖ   ●　　●　　●　　○　　○　　○　　○　　ウラー
　　　　　　4　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　

②
　曲の間は太鼓 3 拍目で吹き出す。
　　　　　　　 7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー
太鼓 2 拍目　2　●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　リー
太鼓 2 拍目ｖ   ●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　リー
太鼓 2 拍目　4　●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　リー
　　　　　　5　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヤー
③
　曲の間は太鼓 3 拍目で吹き出す。
　　　　　　　 7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　オー
太鼓 2 拍目　2　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー　　

④
　曲の間は太鼓 3 拍目で吹き出す。
　　　　　　　 7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー
太鼓 2 拍目　2　●　　●　　●　　●　　●　　○　　○　　ロー
太鼓 2 拍目　3　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　ロー　　

⑤
　曲の間は太鼓 3 拍目で吹き出す。
　　　　　　　 7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　○　　○　　●　　●　　○　　○　　○　　ロー
太鼓 4 拍目　2　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー　　

⑥
　曲の間は太鼓 3 拍目で吹き出す。
　　　　　　　 7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー
太鼓 2 拍目　2　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ルー
太鼓 2 拍目　3  ●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　ター
太鼓 1 拍目　4　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ルー
太鼓 1 拍目　5　●　　●　　●　　○　　○　　○　　○　　イー
太鼓 1 拍目　6　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　ロー

⑦
　曲の間は太鼓 3 拍目で吹き出す。
　　　　　　　 7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー
太鼓 2 拍目　2　●　　●　　●　　●　　●　　○　　○　　ロー
太鼓 2 拍目　3　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　ロー　　

⑧
　曲の間は太鼓 3 拍目で吹き出す。
　　　　　　　 7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　○　　○　　●　　●　　○　　○　　○　　ロー
太鼓 2 拍目　2　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー

⑨
　曲の間は太鼓 3 拍目で吹き出す。
　　　　　　　 7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　○　　○　　○　　●　　○　　○　　○　　ウー
太鼓 2 拍目ｖ 　●　　○　　○　　●　　○　　○　　○　　ラー
　　　　　　3  ○　　○　　○　　●　　○　　○　　○　　ウー
太鼓 2 拍目　 　●　　○　　○　　●　　○　　○　　○　　
　　　　　　5　○　　○　　○　　●　　○　　○　　○　　ラー

） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7　 　6　 　5　 　4　 　3　 　2　　 1

お御供上げの笛奏法

図 12「お御供上げ」の運指表



） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7　 　6　 　5　 　4　 　3　 　2　　 1

道楽の笛奏法　太鼓の音 2拍目で切り替え。
①

　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　オー
　　　　　　2　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー
　　　　　　3  ●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　トー
　　　　　　4　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ロー

　ささらの舞の笛奏法
　　　　　　　三番太鼓の音 1 拍目で切り替え。
　　　　　　　4番から道楽の曲と同じ太鼓の音 2 拍目で切り替え
　　　　　　　平成 29年 7 月から新しい指の押さえ方
①

　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　オー
　　　　　　2　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー
V 　　　　　3  ●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー
　　　　　　4　●　　●　　●　　●　　●　　○　　○　　ローオ
　　　　　　5　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　ヒャー
　　　　　　6　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ロー
　　　　　　7  ●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　リー②

　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　オー
　　　　　　2　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー
  　　　　　3  ●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー
V   　　　　4　●　　●　　●　　●　　●　　○　　○　　ローオ
　　　　　　5　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　ヒャー
　　　　　　6　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ロー
　　　　　　7  ●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　リー
③

　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー
　　　　　　2　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　リー
  　　　　　3  ●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー
　  　　　　4　●　　●　　●　　●　　●　　○　　○　　ローオ
　　　　　　5　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　ヒャー
　　　　　　6　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ロー
　　　　　　7  ●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　リー

） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7　 　6　 　5　 　4　 　3　 　2　　 1

②

　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー
　　　　　　2　●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　リー
V 　　　　　3  ●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　リーリー
    　　　　4　●　　○　　○　　○　　○　　○　　○　　V
　　　　　　5　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヤー

⑤

　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー
　　　　　　2　●　　●　　●　　●　　●　　○　　○　　ロー
V 　　　　　3  ●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　ルー
　　　　　　4　●　　●　　●　　●　　●　　○　　○　　ロー

④

　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　トー
　　　　　　2　●　　●　　●　　●　　●　　○　　○　　ロー

③

　　　　　　 　7     6     5     4     3     2     1　　
　　　　　　1　●　　●　　●　　●　　○　　○　　○　　オー
　　　　　　2　●　　●　　○　　○　　○　　○　　○　　ヒャー

図 13「道楽」「ささらの舞」の運指表



図 14　神幸祭　お下り　大町交差点東側　隊列合流前

図 15　神幸祭　お下り　大町交差点東側　隊列合流時



図 16　神幸祭　お下り　大町交差点西側　「道楽」の演奏

図 17　神幸祭　お下り　大町交差点西側



図 18　神幸祭　お下り　大町交差点西側　「道楽」の演奏

図 19　神幸祭　お下り　榎社境内　「道楽」の演奏



図 20　神幸祭　お上り　榎社東側　「道楽」の演奏

図 21　神幸祭　お上り　どんかん道での供奉



図 22　神幸祭　お上り　五条交差点南側での「道楽」演奏

図 23　神幸祭　お上り　五条交差点北側安武前での御接待



図 24　神幸祭　お上り　新町での供奉

図 25　神幸祭　お上り　大町交差点東側での「道楽」演奏



図 26　神幸祭　お上り　参道一の鳥居での供奉

図 27　神幸祭　お上り　参道一の鳥居での「道楽」演奏



図 28　神幸祭　お上り　定遠館での衣装替え

図 29　神幸祭　お上り　浮殿前での「お御供上げ」奉納



図 30　神幸祭　お上り　本殿前での「稚児舞」奉納

図 31　神幸祭　お上り　本殿前での「ささら舞」奉納



図 32　神幸祭　お上り　本殿前での「ささら舞」奉納

図 33　神幸祭　お上り　本殿前での「扇舞」奉納



図 34　衣装　楽人と稚児（2015 年）

図 35　衣装　楽人（前後）



図 36　衣装　稚児（前）

図 37　衣装　稚児（後）



図 38　衣装　稚児（ゴザ袴着付け状況）

図 39　衣装　稚児（ゴザ袴着付け状況）



図 40　楽器　ささら 1（大）

図 41　楽器　ささら 2（小）



図 42　楽器　ささら 2（小）と鳴り子と握り手（親木）

図 43　楽器　ささらの染色した麻紐



図 44　楽器　ささら 2（房部分）

図 45　楽器　ささら 2（上面）



図 46　道具　扇（畳んだ状態　金面）

図 47　道具　扇（拡げた状態　銀面）



図 48　楽器　締太鼓（新旧）

図 49　楽器　締太鼓（旧　皮面）



図 50　楽器　締太鼓（旧　胴部文字部分）

図 51　楽器　締太鼓（新調　胴部文様部分）



図 52　楽器　締太鼓（太宰府天満宮所蔵分　画像提供 竹の曲保存会）

図 53　楽器　締太鼓（太宰府天満宮所蔵分内面墨書）　

画像は『図録太宰府天満宮』昭和 51年太宰府天満宮より転載



図 54　楽器　笛と製作道具（尺）

図 55　楽器　笛と製作道具（小口部分）



図 56　楽器　笛の製作道具（穿孔位置を記した尺）

図 57　楽器　笛の練習道具（吹き口のみ）



図 58　六座の面（太宰府天満宮所蔵　画像提供 竹の曲保存会）



火焔太鼓

ささら

笙

横笛

図 60『筑前名所図会』巻四 天満宮神幸の図（文政 4(1821) 年 福岡市博物館所蔵）

竹のはやし

伶　人

図 59　六座の面納入箱蓋の墨書（太宰府天満宮所蔵　画像提供 竹の曲保存会）



横笛 1

横笛 2

篳篥 1
横笛 3

篳篥 2 火焔太鼓ささら 1

ささら 2

笙

神　輿

輿丁

横笛 1～ 3

篳篥 1

篳篥 2 火焔太鼓
ささら

笙 1～ 3

神　輿

輿丁

横笛 4,5

締太鼓 2

締太鼓 1

図 61 『御神幸絵巻』（嘉永本 部分 所蔵および画像提供 太宰府天満宮）

図 62 『御神幸絵巻』（元治本 部分 所蔵および画像提供 太宰府天満宮）

六　座伶　人



図 14　神幸祭　お下り　大町交差点東側　隊列合流前

図 15　神幸祭　お下り　大町交差点東側　隊列合流時



図 16　神幸祭　お下り　大町交差点西側　「道楽」の演奏

図 17　神幸祭　お下り　大町交差点西側



図 18　神幸祭　お下り　大町交差点西側　「道楽」の演奏

図 19　神幸祭　お下り　榎社境内　「道楽」の演奏



図 20　神幸祭　お上り　榎社東側　「道楽」の演奏

図 21　神幸祭　お上り　どんかん道での供奉



図 22　神幸祭　お上り　五条交差点南側での「道楽」演奏

図 23　神幸祭　お上り　五条交差点北側安武前での御接待



図 24　神幸祭　お上り　新町での供奉

図 25　神幸祭　お上り　大町交差点東側での「道楽」演奏



図 26　神幸祭　お上り　参道一の鳥居での供奉

図 27　神幸祭　お上り　参道一の鳥居での「道楽」演奏



図 28　神幸祭　お上り　定遠館での衣装替え

図 29　神幸祭　お上り　浮殿前での「お御供上げ」奉納



図 30　神幸祭　お上り　本殿前での「稚児舞」奉納

図 31　神幸祭　お上り　本殿前での「ささら舞」奉納



図 32　神幸祭　お上り　本殿前での「ささら舞」奉納

図 33　神幸祭　お上り　本殿前での「扇舞」奉納



図 34　衣装　楽人と稚児（2015 年）

図 35　衣装　楽人（前後）



図 36　衣装　稚児（前）

図 37　衣装　稚児（後）



図 38　衣装　稚児（ゴザ袴着付け状況）

図 39　衣装　稚児（ゴザ袴着付け状況）



図 40　楽器　ささら 1（大）

図 41　楽器　ささら 2（小）



図 42　楽器　ささら 2（小）と鳴り子と握り手（親木）

図 43　楽器　ささらの染色した麻紐



図 44　楽器　ささら 2（房部分）

図 45　楽器　ささら 2（上面）



図 46　道具　扇（畳んだ状態　金面）

図 47　道具　扇（拡げた状態　銀面）



図 48　楽器　締太鼓（新旧）

図 49　楽器　締太鼓（旧　皮面）



図 50　楽器　締太鼓（旧　胴部文字部分）

図 51　楽器　締太鼓（新調　胴部文様部分）



図 52　楽器　締太鼓（太宰府天満宮所蔵分　画像提供 竹の曲保存会）

図 53　楽器　締太鼓（太宰府天満宮所蔵分内面墨書）　

画像は『図録太宰府天満宮』昭和 51年太宰府天満宮より転載



図 54　楽器　笛と製作道具（尺）

図 55　楽器　笛と製作道具（小口部分）



図 56　楽器　笛の製作道具（穿孔位置を記した尺）

図 57　楽器　笛の練習道具（吹き口のみ）



図 58　六座の面（太宰府天満宮所蔵　画像提供 竹の曲保存会）
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ささら

笙

横笛

図 60『筑前名所図会』巻四 天満宮神幸の図（文政 4(1821) 年 福岡市博物館所蔵）

竹のはやし

伶　人

図 59　六座の面納入箱蓋の墨書（太宰府天満宮所蔵　画像提供 竹の曲保存会）



横笛 1

横笛 2

篳篥 1
横笛 3

篳篥 2 火焔太鼓ささら 1

ささら 2

笙

神　輿

輿丁

横笛 1～ 3

篳篥 1

篳篥 2 火焔太鼓
ささら

笙 1～ 3

神　輿

輿丁

横笛 4,5

締太鼓 2

締太鼓 1

図 61 『御神幸絵巻』（嘉永本 部分 所蔵および画像提供 太宰府天満宮）

図 62 『御神幸絵巻』（元治本 部分 所蔵および画像提供 太宰府天満宮）

六　座伶　人
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